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皿　調　査　結　果

〔1〕地域の群落単位

1．熊　本　周　辺

　D　ミミズバイースダジイ群集

　　　Symploco　91aucae・C我sもaRopsietum　siebo互（lii　M：iyawak隻etal．1971（Tab．2）

　植木町豊岡，河内温泉で植生調査されたコジイの萌芽林は相観的にオオカグマーコジイ群落と

かわらないが，種組成的にミミズバイ，ハナミョウガ，イズセンリョウ，センリョウ，ツルコウ

ジなどが識別され，ミミズバイースダジイ群集にまとめられた。群落高は18～20mで90％の植被

率を占め，他にスダジイ，アラカシ，先駆性夏緑広葉樹のハゼなどが混生している。高木第2層

は8～12mの高さで10～25％の植被率を占め，コジイ，カクレミノ，ヤマビワ，ヤブッバキ，サ
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　　Fig．13熊本県沿岸部丘陵地に発達するミミズバイースダジイ群集

　　　　　　　　（熊本県鹿本郡植木町豊岡海抜90m）。

Aufdem　H茸gel　nahe　von　der　Meeresk廿ste　entwickeltes　Symploco　glaucae－

Castanopsietum　sieboldii（Ueki，cho90m廿．NN，PrafekturK：umamoto）．
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カキ，クロキなどが生育している。低木層の高さは3～4mで，40～50％の植被率を占め，イズ

センリョウ，ミミズバイ，ネズミモチ，ピサカキ，ヤブニッケイ，イヌガシ，シロダモ，イヌビ

ワ，クチナシなどが生育している。草本層は0．5～0．8mの高さで20～60％の植被率を占め，テイ

カカズラ，ベニシダ，キヅタ，ヤマイタチシダ，オオカグマ，アリドオシ，ツルコウジ，ハナミ

ョウガなどが生育している。

　ミミズバイースダジイ群集は静岡県以西の主に温暖な太平洋側沿海部に生育するイズセンリョ

ウースダジイ群団の自然植生である。調査地域のミミズバイースダジイ群集は伐採，再生萌芽し

た二次植生で，組成的にみてもハゼ，キダチニンドウ，ハドノキ，ネムノキ，オオムラサキシキ

ブなど落葉性の陽樹が侵入している。したがってこの地域に広く分布するコジイの萌芽林（オオ

カグマーコジイ群落）に類似するが，ミミズバイースダジイ群集にまとめられた植分では遷移が

さらに進行した状態で，象徴種，区分種のミミズバイ，ハナミョウガ，イズセンリ。ウなどが復

元し始めており，動態的にはミミズバイースダジイ群集の初期相と理解される。

　2）　イスノキーウラジロガシ群集

　　　Distylo・Quercetum　salicinaeNomotoetSuga筑uma1965（Tab・2）

　菊池町真木，大津町北向山，大津町岩戸神社などで渓谷に面した斜面からイスノキ，タブノキ，

ウラジμガシ，カゴノキなどの生育する森林植生の植生調査資料が得られた。

　高木第1層は高さが15～20mで，60～80％の植被率を占めている。優占種はイスノキで，土壌

の堆積の良い凹状地形ではタブノキが優劃することもある。高木第2層には高木第1層を構成す

る種のほかにイヌガシ，ホソバタブ，ヤブニッケイ，ヤブツパキ，ピサカキなどが混生し，北向

山の植分ではやブツバキが75％以上の植被率で優占している。低木層は3～5mの高さで，20～

40％の植被率を占め，ヤブツバキクラスの適潤指標種のアオキ，ヤブニッケイ，シロダモ，ホソ

バタブなどの活力度が大きく，ほかにもイヌガシ，ネズミモチ，モチノキ，クロキ，ナワシログ

ミなどの常在度が高い。草本層は0，5～0．8mの高さで1～30％の植被率を占め，常在度の高い種

にはテイカカズラ，ヤブコウジ，クマワラビ，キヅタ，イタビカズラ，ジャノヒゲ，ムベなどが

生育する。大津町岩戸神社ではアカガシーシラカシ群団域に比較的まれに出現するナガサキシダ

が生育している。これらの植分はイスノキ，イヌガヤ，コショウノキを群集標徴種，区分種にイ

スノキーウラジロガシ群集にまとめられた。

　イスノキーウラジロガシ群集は四国から九州の屋久島まで分布するアカガシーシラカシ群団の

植生のなかではもっとも南に生育し，九州ではルリミノキーイチイガシ群集の上部に出現してい

る。生育地は渓谷に臨んだ空中湿度の高い傾斜地で，林床に基岩や巨礫が露出することも多く，

海抜190～590mまで植生調査資料が得られている。
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　3）　コガクウツギーモミ群集

　　　Hyd罫angeo－Aめietetum獄rmaeX・Fu3iwara1981（Tab・3）

　菊池渓谷や北向山の海抜470m，515mの北斜面に，ウラジロガシ，スダジイが混生し，時にア

カガシが優占林をつくるコガクウツギーモミ群集にまとめられる林分が残されている。北向山で

は，国有林地にアカガシが優占する林分がみられる。樹高18～21mのこれらの林分は出現種数6！

～63種と多いが，高木第1層を占めるウラジロガシ，スダジイ，アカガシなどの常緑広葉高木が，

林内への射光を制限し，高木第2層のヤブツバキ，ピサカキ，ホソバタブ，ハイノキ，クロキ，

カゴノキ，低木層のピサカキ，ネズミモチ，アオキ，シロダモ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，ミ

ヤマシキミなど，草本層のテイカカズラ，ムベ，キヅタ，ミヤマトベラ，ヤブコウジ，ジャノヒ

ゲなどの常緑広葉樹，常緑草本植物の生育を助けている。しかし，海抜高度が比較的高いこと，

内陸でもあることにより高木層における夏緑広葉樹の生育は良好で，イタヤカエデ，アカシデ，

ミズキ，イヌシデ，アサガラなどの混生がみられ，林内に光を透入し，出現種数が多くなる原因

となっている。

　コガクウツギーモミ群集は，ハイノキを標徴種として，コガクウツギ，ホソバタブ，バリバリ

ノキをシキミーモミ群集に対する区分種として，モミーカシ林が規定された（藤原1981）。熊本

県西部で調べられた資料（宮脇・宮田・鈴木他1976）を，さらに比較検討すると，イスノキーウ

ラジロガシ群集およびシキミーモミ群集は，コガクウツギーモミ群集にまとめられる。モミは単

独的にはブナクラス下部まで上昇生育する。したがって，単にモミが優射しているだけでは，コ

ガクウツギーモミ群集とシキミーモミ群集とは判定不可能である。

　菊池渓谷では海抜780m付近よリシラキーブナ群集の生育がみられる。したがって，現在残存

しているコガクウッギーモミ群集は海抜730～780mカミおよその上限である。

　4）　空発カグマーコジイ群落

　　　駒odωαrdεα」⑳oπfcα・Clαsfαπqp8εs　c㏄8Pε｛～α舌α蝉Gesellschaft（Tab。2）

　洪積台地や斜面に点在する常緑広葉樹の萌芽林の多くはコジイの優占林分で，ミミズバイース

ダジイ群集，ルリミノキーイチイガシ群集の破壊された跡地に成立した二次植生である。高木第

1層の高さは／3～26mで80～95％の平等率を占め，優占種のコジイのほかにアラカシの常在度が

高い。高木第2層は6～14mの高さで，5～50％の植被率を有し，シラカシ，ヤブツパキ，ナナ

メノキ，シリブカガシ，クスノキなどヤブツバキクラスの種が生育している。ほかには陽地生の

ハゼ，ネムノキ，アカメガシワなどが低被度で混生することもあるが，活力度が低く，蒋間とと

もに消滅する種である。低木層の高さは2～5mで，25～60％の植被率を占めている。優占種は

コジイが穂被率10～25％を占める以外はなく，シラカシ，クロキ，ネズミモチ，アオキ，ヒサカ

キ，ヤブニッケイ，ナワシログミ，イヌビワ，ナナメノキ，クチナシなどが高い常在度で生育し

ている。草本層の植被率は！0～70％でテイカカズラ，ヤブコウジ，ナガバジャノヒゲ，キヅタ，
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シュンラン，ベニシダ，ヤブラン，フユイチゴ，マルバベニシダなどが常在度高く生育している。

下草刈りなど人為的掩乱を受けた植分ではテイカカズラが優占する傾向がみられる。これらの植

分はナナメノキ，クチナシ，オ忠岡グマ，バクサンボクを区分種としてオオカグマーコジィ群落

にまとめられた。

　斜掛カグマーコジィ群落は中国・四国地方から九州地方に代償植生として分布するシイモチー

シリブカガシ群集にきわめて近い種組成をもつ。とくにシイモチやシリブカガシの出現する植分

はシリブカガシ下位群落に区分されおり，ミミズバイースダジイ群集，ルリミノキーイチイガシ

群集の代償植生に位置づけられている。特別な区分種をもたない典型下位群落はナキリスゲ，フ

モトシダ，シャシャンボ，ネザサなどの常在度が高くなる傾向がみられることから人為的影響の

増大，乾燥などによるヤブツバキクラスの種組成の貧弱化が生じていると理解される。

　オオカグマーコジイ群落は海抜！00～300mの火山灰土壌の厚：い台地上や斜面に生育し，浅土地

でアラカシ優占三分に隣接している。

　5）　アラカシ群落

　　　Qπεro郡ερZαπc伽Gesellsckafも（嬰ab・4）

　熊本市竜田町，大津町平川，菊池市藤田において群落高12～18mのアラカシ林が調査された。

高木第1層は埋門率90％，高木第2層は高さ7～8mで埋門率20～35％，低木層は3～4mの高

さ，植被率30～40％，草本層は0．3～0．9mで植被率10～40％を占めている。大津町平川の野分で

はアラカシが8本も萌芽しており，林床がシイタケ栽培に利用されていることも多い。

　高木層にはアラカシが被度5と優占するが，ハゼなどの夏緑広葉樹を混生することもある。低

木層ではアラカシ，ピサカキが優占することが多い。アオキ，ネズミモチ，マンリョウ，ナワシ

ログミ，クロキ，シャシャンボ，クチナシなどは高常在度で生育している。夏緑広葉樹のムラサ

キシキブ，ヤブムラサキは常在度高く生育している。草本層ではテイカカズラ，ヤブコウジ，キ

ヅタが個体数多く生育している。その他フユイチゴ，ナガバジャノヒゲ，シュンラン，ベニシダ，

ビナンカズラなどが高常三度で生育している。鳩特種数は41～63種と高い。

　菊池市および熊本市滝田町では，アラカシ群落はシャシャンボ，アリドオシ，マメヅタ，ジュ

ズネノキ，ヤブラン，カゴノキ，イズセンリョウ，ジャノヒゲ，アマクサシダ，シシガシラ，マ

ルバベニシダ，コヤブランなどで区分され，オオカグマーコジイ群落の代償植生と考えられる。

大津町ではクマノミズキ，ヤマハゼ，ユマユミ，ムクノキ，エノキなど，他のアラカシ群落にみ

られない夏緑広葉樹が多く，29種も出現1回の種がみられる。人為的影響の程度も多少は影響す

るが，群落高がほとんど同じ林分であり，気候的な差，あるいは黒土台地など地形的な差も考え

られ，潜在自然植生はシラカシ群落（ツクバネガシーシラカシ群集）と判定される。
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　6）　シラキーブナ群集

　　　Sapio　japoc隻ci鱒Fagetul簸crena重ae　Y．　Sasaki1964（嬰ab．5）

　熊本県阿蘇郡阿蘇町の阿蘇外輪山に源を発する菊池渓谷上流域には夏緑広葉樹のブナの優占す

る自然林が残されている。海抜750mの尾根部で植生調査された三分では高木第1層が30mに発

達し，ブナが優噛するほか，モミ，コハウチワカエデ，ウラジロガシが混生している。高木第2

層にはシラキ，タンナサワフタギ，モミ，シキミ，シロダモなどが出現するが二丁率は20％と低

い。低木層は4斑で30％の植被率を有し，シラキ，シロモジ，ミヤマハハソ，ハナイカダ，コマ

ユミ，シキミ，ミヤマシキミ，ネズミモチ，ヤブツバキ，ハイノキなどが出現する。優占種はと

くにみられず，ヤブツバキクラスの常緑広葉樹が多くなる。草本層には太平洋側に分布のあるス

ズタケが優占し，ほかにはチゴユリ，イワガラミ，ツタウルシ，オオバショウマ，モミジガサ，

オオバヨメナなどの夏緑植物やツルマサキ，テイカカズラ，シュンラン，イヌツゲ，キヅタなど

の常緑植物も生育している。この植分はシロモジ，シラキ，スズタケを群集標徴種および区分種

としてシラキーブナ群集にまとめられた。シラキーブナ群集は四国，九州のソハヤキ地区に分布

する潟．帯（ブナクラス域）の代表的自然植生である。菊池渓谷で植生調査された植分は佐々木

1981（宮脇編　日：本植生誌第2巻「九州」）によるとモミ，ハイノキなどを区分種とするハイノ

キ亜群集にまとめられ，北九州では海抜約650mから出現するブナ林と記載されている。

　菊池渓谷のブナ林は低海抜地でコガクウツギーモミ群集やヒメウワバミソウーケヤキ群集に接

しており，ブナ林のかつて伐採された跡地ではミズナラの優占するアカシデーイヌシデ群落が生

育している。

　シラキーブナ群集はスズタケーブナ群団，ササーブナオーダー，ブナクラスにまとめられてい

る。

　7）　ヒメウワバミソウーケヤキ群集

　　　Elatostema重。．Zelkovet翌m　serrataeSuz．一Tok，1975αab．6）

　阿蘇山の外輪山を刻む山腹の渓谷斜面にはケヤキの優占する夏緑広葉樹林が自然植生として発

達している。とくに北部の菊池渓谷に残されている渓谷林が面積的にもっとも広く，種組成も豊

富にみられる。菊池渓谷で調査された植分は高木第1層が20～30mに発達し，ケヤキのほか，ヤ

マモミジ，ユクノキ，カナクギノキ，ミズキ，イイギリ，オヒョウなど多くの夏緑広葉樹が混生

している。高木第2層も種組成が豊かで，イタヤカエデ，バクウンボク，イロハモミジ，シラキ，

アワブキ，ウワミズザクラ，タンナサワフタギ，クマシデなど湿生種を主とした種構成がみられ

る。低木層は3～4mの高さで，40～45％の植被率を占め，ヤブムラサキ，ムラサキシキブ，カ

マツカ，ツリバナ，ミヤマハハソ，イヌガヤ，コガクウツギ，サイゴクイボタ，アプラチャン，

ケクロモジ，モミジウリノキ，ヤブデマリなど30種を越える種群が確認されている。草本層の種

組成も豊かで，70～75％の植被率を占め，ソハヤキ型も含め地域的な種ではヒメウワバミソウ，
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．5　シラキーブナ群i集

　　　　　　　　　　Sapiojaponici－Fagetum　cre簸atae

Feld・Nr．調査番号：K－5，　Gr68e　d。　ProbeHache調査面積：300m2，

恥he廿。　Meer海抜高度：750m，　Exposition　u．　Neigung：方位傾斜：W27Q，

H6he　u，　Deckung　d．　Baumschichレ1高木第1層の植生高と二二率：30：n，90％．

H6he　u．　Deckung　cl．　Baumschicht－2高木第2層の植生高と植被率：12m，20％・

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の植生高と鼠紙率：4m，30％

H6he　u。　Deckung　d．　Krautschicht草本層の植生高と植被率：21n，70％．　Artenzah1出現台数：49．

Kenn－u．　Trennarten　d、　Ass。；

群集標甲種および区分種
品7’αう82薦0∫π々凧躍0加4／73　シロモジ

5妙∫z”πノ⑫o／1fc％ノπ　　シラキ

　5α5α60ノーθ諺f3　　　　　　スズタケ

Arten　d．　Fage£ea　cre聰毛ae：

　　　　　　　　　ブナクラスの序

品9螂6紹πα如　　　　ブナ

／1C87・5∫θうoZ4ゼαπZ〃2Z

あ〃ψZO‘0∫COブθαπα

娩あ05ηZα～16ππゴ5

盈♂τ面πgぬノ砂。π∫oα

S　十

B2十
S1・1

K　十

K4・4

B15・4

コハウチワカエデB12・2

　　　　　　　B2十
タソナサワフタギB2一ト。2

ミヤマノ、ノ、ソ

ハナイカダ
　Eπo／zごyノπμ5αZαオz6∫var．ψ’8η63　f．

　‘だfα604θπオα診郡5　　　　コマユミ

　▽ぜろπ初τ4η31）1z♂8∂o’ノ’∫碗駕η3

　　　　　　　　　　　オトコヨウソメ
　D∫宴＞07％η33ηZ∫Zα6乞躍π　チゴユリ

　50ん詑（ψ1ガα9ノπα1覆y♂ノ’αη980∫4ω

　　　　　　　　　　　イワガラミ
　AC6rρα♂徽彦鰯var．2／Zα醜か臨7’αθ

　　　　　　　　　　　ヤマモミジ

　E㍑o型2π鰐ぬ郷60♂α伽∫ムラサキマユミ

Sonstige　Arten：　　その他の種

　Aう招5プか醒α　　　　　モミ

Qμ8プα硲5認ゴ。加α　　　ウラジロガシ

〃Z勿認2232r8露9ガ0認42π　　シキミ

7》α61z8Z卿8ノー〃耀η凄嬉αご加πvar．

　勿’6／7ノ躍漉♂〃π　　　　　テイカカズラ

魏。あ‘5θα5θノー∫0θα
シロタモ

S　十

S　十

S　十

S　十

K　十

K　十

K　十

K　十

B11・1

B22・2

S1。2
Bユ十

B22・2

S十・1

S　十

K十・2

B2十
S1。2

V∫5α〃μαあ1〃ノ凄var．（70ZO2・αψπ〃3

　　　　　　　　　　ヤドリギ
5肋ノη漉αブ妙0πfoα　　ミヤマシキミ

EZα8αgπ鰐sp．　　　　グミ属の一種

ゐ忽鋸頗〃πノ妙。π記z〃πネズミモチ

Lαη毎τ〃23加4〃ガ♂ε　　　　ヤマジオウ

（hηzθ醗αノ砂。πf頗　　　ヤブツバキ

Qπe「偲5耀yノ’5四丁oZ歪αシラカシ

E如θα9πZ‘∫ρ襯8’8π∫　ナワシログミ

B2十
S　十

K　十

S　十

S　十

K　十

S　十

K　十

K　十
αηψθ5∫躍π7遍ε5Z4Zα’躍π　ヒメガンクビソウK　十

R1班∫α班演g’㍑α　　　　ッタウルシ　　　K　十

Rぽ4うπ∫ραZノπα頗5　　　ナガバモミジ

　　　　　　　　　　　　　　イチゴ　K　十
D∫αψ‘ηZ疏z硲ρ認ノππ薦5クサヤツデ　　　K　十

α〃川下9αα研伽α　　オオ／ミショウマ　K　十

Dπ加α5如∫ノ’海zoα如　　　ノササゲ　　　　K　十

琉。地g弓ψoo87η5　　タチツボスミレ　K　十
Dβ5〃ZO4ゴZ〃πη3αノZ451LZ‘γf6πノノ多

　　　　　　　　　　ヤブハギ　　　　K十
CαZαπ’1zθsp．　　　　　エビネ属の一種　K　十

1乃ψ∫oノη砂87初〃2z．ノ妙。廊α〃3

　　　　　　　　　　ツルリンドウ
⑤y刀ψ面co5ノπツ2一如6召α　ハイノキ

脇擁6α6α距α加αん∫π8ζZπαモミジガサ

Kα諭ノzθ1・お2麗9μθZfαηαオオバヨメナ

Ezψ召’α囑珈〃3汐αノー忽みゑZ8　ヤマヒヨドリ

3〃認α認‘1珈α　　　　サルトリイバラ

K　十

S　十

K　十

K　十

K　十

K　十

K　十
EZ厩05彦6η厩π〃め8Zα認〃εヒメウワバミソウK　十

1Z6躍αぞπα’α　　　　 イヌツゲ
E宏40πツ〃臨5プb伽ノzθfvar。ブα砒αη∫

　　　　　　　　　　ツルマサキ
1乃ゾ（汐ノ”誌ノπααηρoぬ　 ヤマホトトギス
の〃めf漉πノμgOθノ幽力zg∫f　シュンラン

1血4θ2・αプ1ZO〃めθα　　　　キヅ町タ

0ψゐα♂o如エπ5加2フー∫π8・∫伽如イヌガヤ

K　十

K　十

K　十

K　十

K　十

K　十

Datum　d・Aufn・調査年月日：ll・Aug・1977，　Lage調査地：Kikuchi－Ta1，　Aso・cho，　Aso－gun阿蘇郡

阿蘇町菊池渓谷
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オオシシウド，オオバヨメナ，ヤマジオウ，クサヤツデ，タイリンアオイなどが出現している。

他にも，ハルトラノオ，シコクスミレ，サイゴクイノデ，イノデモドキ，ナガバノスミレサイシ

ン，モミジガサ，フタリシズカ，キバナアキギリ，クサアジサイ，アキチョウジなど40種以上の

草本植物が生育している。これらの植分はヒメウワバミソウ，シコクスミレ，クサヤツデ，タイ

リンアオイ，メタカラコウを群集標微種および区分種としてヒメウワバミソウーケヤキ群集にま

とめられた。

　ヒメウワバミソウーケヤキ群集は現在まで九州地方にだけ確認されており，ブナクラス域から

ヤブツバキクラス域に移行する主に山地帯下部を生育の中心域としている（海抜550～750m）。

ヒメウワバミソウーケヤキ群集はサワグルミ群団にまとめられる植生であるが，ウラジロガシ，

シロダモ，アオキ，ヤブツバキ，イヌガシなどヤブツバキクラスの種群の生育からも判定される

ように，サワグルミ群団の植生としてはもっとも低海抜地に分布している。

　ヒメウワバミソウーケヤキ群集は平均出現騒騒が87種と森林植生としてはきわめて多いが，渓

谷部で空中湿度が高いこと，土壌の発達が良いこと，微地形的な凹凸が多く，乾湿両方の指標種

が生育すること，また増水晴などに基岩が動いて倒木がおこりやすく，林床への光の透過が良い

1雛講鍵鱒

難灘購 購1

　Fig．14菊池渓谷山地に残されているシラキーブナ群集と渓谷沿いの

　　　　　ヒメウワバミソウーケヤキ群集（菊池甫）。

Im　K：ikuchi－keiko互くu－Berglaτ1d　erhaltenes　Sapio　japonici．Fagetum　crenatae

undElatostemato－Zelkovetum　serrataeentlangdesTales
（7！0m荘．　NN，　Stadt　Iくi1くuchl）．
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ことなどが原因として考えられる。

　ヒメウワバミソウーケヤキ群集は礫質の不安定な斜面に生育し，安定した尾根状地でコガクウ

ツギーモミ群集やシラキーブナ群集に隣接している。

　ヒメウワバミソウーケヤキ群集はサワグルミ群団，ニレーシオジ盤渉ダーにまとめられるブナ

クラスの自然植生である。

　8）　クヌギーコナラ群集

　　　Queτcetum　acut隻ssimo－serraもaeMiyawaki1967（7ab。7）

　阿蘇外輪山の西方に広がる洪積台地は白川，菊池川，合志川などの河川によって刻みこまれ，

東西方向のいくつかの帯状の台地となっている。台地上は古くから農耕地として開け葉菜類，根

菜類，落葉果樹などが生産されている。また台地上には面積は少ないが森林植生がみられ，主に

スギ，ヒノキの植林とクヌギ，コナラの薪炭林が点在している。クヌギ，コナラの薪炭林は下草

刈りと15～20年に1回の伐採による人為的管理を受けて成立する代償植生で，調査地域内の4ケ

所の植分が植生調査された。高木層は8～！0mで80～60％の忌寸率を占め，クヌギ，コナラが優

序している。低木層には常在度の高い種にコマユミ，ヤマコウバシ，ゴンズイ，ナワシログミ，

ツルウメモドキ，ナナメノキなどがみられるが，とくに優占種はない。草本層は0．6～0．8mで30

～50％の植被率を占め，ケネザサの常在度が高く優占することも多い。その他にはスイカズラ，

ナツヅタ，コチヂミザサ，ササクサ，ゼンマイ，ヌスビトハギ，ヘクソカズラなどが生育してい

る。これらの植分はクヌギ，ヤマコウバシ，ケネザサ，ゴンズイ，タラノキ，サルトリイバラ，

スイカズラ，ミツバアケビを標微砂および区分種としてクヌギーコナラ群集にまとめられた。

　クヌギーコナラ群集は関東地方以西のとくにシラカシ群集域で代償植生として生育することが

多く，ぼう軟で適潤な火山灰土壌を指標している。調査地域のクヌギーコナラ群集もシラカシ群

集の代償植生で阿蘇火山に起源する火山灰土壌上に生育している。調査地域のクヌギーコナラ群

集は原記載のあった関東地方に較べて，ケネザサ，ヤブイバラ，ナナメノキなど地域的な種が識

別されている。

　クヌギーコナラ群集はホシダ，アカネ，キンミズヒキ，ウマノミツバなどで区分されるホシダ

亜群集とナラガシワ，ヤマハギ，シャシャンボ，イチヤクソウ，コバノガマズミなどで区分され

るシャシャンボ亜群集に下位区分された。ホシダ亜群集は平坦から凹状地形の適潤な立地を指標

するのに対し，シャシャンボ亜群集は，樹状地形の乾燥した，土壌構造も比較的ち密な立地を指

標している。

　かつて薪炭林として利用されていたクヌギーコナラ群集も最近ではシイタケ栽培に心用される

ことが多く，コナラより利用度の高いクヌギ優占林にかえられている。

　クヌギーコナラ群集はイヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスにまと

められている。
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　9）　アカシデーイヌシデ群落

　　　0αrpεπ麗s　ZακεfZorα・0αrpεππ8孟8e加η08版・Gesellschaf重（Tab．7）

　菊池市菊池渓谷の海抜450m付近からウラジロガシの常緑広葉樹林（コガクウツギーモミ群集）

が自然植生として出現し始めるが，この一帯にはアカシデやイヌシデなどシデ属を主とした夏緑

広葉樹二次林がウラジロガシ林に隣接して生育するのがみられる。海抜650mで植生調査された

葉分は高木第1層が28mと高く，イヌシデが優噛するほか，アカシデ，ヨグソミネバリ，コナラ，

エノキ，タブノキなどが混生している。高木第2層には高木第1層の種のほかにシラキ，シキミ，

ホソバタブ，ヤブツバキ，ウラジロノキ，アオハダ，シロダモ，ヤブニッケイなど夏緑，常緑混

交状態をしめし，種類数もきわめて多い。低木層に占める常緑植物の割合はさらに多くなり，サ

ザンカ，ハイノキ，カクレミノ，アオキ，イヌガシ，ミヤマシキミ，イヌガヤ，カヤ，コショウ

ノキなどシキミーアカガシオーダーの種群が生育している。夏緑広葉樹ではコガクウツギ，ウス

ゲクロモジ，エゴノキ，ムラサキシキブ，ヤブムラサキ，ハナイカダ，ツリバナ，スズタケなど

ブナクラスの種群が低い植被率で生育している。草本層も夏縁常緑混交状態を示し，コチヂミザ

サ，ユキザサ，キッコウハグマ，マツブサ，エビネ，イノデ，トウゲシバ，シシガシラなどが生

育している。この品分はイヌシデ，アカシデ，ヨグソミネバリ，シラキ，コガクウツギ，ウスゲ

クロモジなどを区分種にアカシデーイヌシデ群落にまとめられた。

　アカシデーイヌシデ群落は渓谷に面した空中湿度の高い，しかも傾斜の比較的急な浅土地に生

育がみられる。表層土が動きやすいためか草本層の発達は悪く，植被率は5％に満たない。隣接

して斜面下部の崩積土上にはヒメウワバミソウーケヤキ群集，安定した斜面ではコガクウツギー

モミ群集にまとめられるウラジロガシ林が生育している。

　10）　ハゼーカラスザンショウ群落

　　　Rんπ88μccθ♂αηθα一1παραrαα記απオhoεde8－Gesellschaft（Tab。8）

　菊池市の田園景観域で耕作地にはさまれた南東向き15。の斜面にカラスザンショウ，アラカシ

の混生する夏緑，常緑広葉樹混交二次林の生育がみられた。高木層は7mで萌芽する常緑広葉樹

のアラカシにまじってカラスザンショウ，ハゼ，クマノミズキ，ネムノキ，ヌルデ，ゴンズイな

ど：先駆性の夏緑広葉樹類が混生している。低木層は70％の植被率を占め，アラカシが優占し，ネ

ズミモチ，ヤブツバキ，ピサカキ，ナナメノキ，アオキ，クロキ，シロダモ，ツルグミ，バクサ

ンボクなど潜在自然植生であるヤブツバキクラスの種群が多く，夏緑広葉樹ではコマユミ，エノ

キ，ハナイカダ，マユミ，イヌビワ，ヤブムラサキなどが低い植被率で生育している。草本層の

植被率は50％を占めるが優占種はとくにみられず，テイカカズラ，ナガバジャノヒゲ，カブダチ

ジャノヒゲ，イタビカズラ，アマクサシダ，オオカグマなどの常緑植物とホウチャクソウ，コチ

ヂミザサ，ヌスビトハギ，ミツバアケビなどの夏緑植物が生育している。この植分はカラスザン

ショウ，ネムノキ，ハゼ，クマノミズキなどを区分種としてハゼーカラスザンショウ群落にまと
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　　Tab．8　ハゼーカラスザンショウ群落

R痂∬5μ668ぬπ8α一E諺g’αノ’α厩Zαπ’ゐ。∫漉5－Gesellschaft

Feld－Nr．調査番号＝HK－116．　Gr63e　d．　Probe鎌che調査面積：300m2，

£xposition　u．　Neigung方位および傾斜：SE　15。．

K6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木層の高さおよび植被率：7m，85％

Hδhe　u．　Deckung　d。　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：3m，70％．

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さおよび植被率：0．6m，50％． Artenzahl出現種数：81．

Trennarten　d．　Gesellschaft：群落区分種

血9αプαα’Zαπ疏。著δθ5

／1あ三九ブz4♂乃ザゼ55∫ノz

R加‘55z‘（〕086ぬηθα

Coηzz‘5うノη6妙ρoぬ

RILZ‘∫ブαηαηfoα

Ez‘∫6妙痂5ブ妙。／z∫‘α

ル血ZZO孟Z45ブ砂0／Zゴα‘3

瓦。郡56’・86’α

カラスザソショウB3・3

ネムノキ　　　　B　十

ハゼ　　　　　　B1・1

クマノミズキ　　B　十

ヌルデ　　　　　B　十

ゴンズイ　　　　B　十

アカメガシワ　　S　十

イヌビワ　　　　S　十
1彦α‘∫6ワ・θ6’αvar．5∫8うoZ♂髭

Sonstige　Ar之en：

　Qz‘8rα‘∫gzατκα

琵ノ’58α坊～〃め8／9だ

E’α‘∫刀∫勿02zガ‘α

　ホソバイヌビワ

その他の種

　アラカシ

タブノキ

イタビカズラ

αηπα規。〃臨〃zごαノz／漉。ノ噂α　クスノキ

7｝・α6ん8Z卿θr〃㍑〃’α∫～α‘∫α〃πvar．

　カπα’〃昭4加μ　　　　テイカカズラ

（h〃z8〃αブ¢ρo／zたα　　ヤブツバキ

乙fg螂∫1w〃ゴ砂。加。〃π　ネズミモチ

亙πり，αノψo／z露α

1」｛～」じ。ん∫η8／z5’5

．ん‘αめζτノ砂0πガCα

＆y〃ψZOω5伽ご’【血

κzαθα9ノ躍5μ〃zgθノz∫

ハ泡oZ鉱∫8α5〔～1ゴαノα

ハんZηζ1fノ～α40〃昭5々Cα

ヒサカキ

ナナメノキ

アオキ

クロキ

ナワシログミ

シロタモ

ナンテソ

EZα8αgππ∫gZαうノ’α　　　　　ツノレグミ

V伽〃フ卿πブ確＞oπゴα〃π　バクサソボク

α2η～αノμ0〃Z．Z〃πブ砂0／Z∫‘Z‘η凄

　　　　　　　　　　ヤブニッケイ
Gα7・ゐ1～∫αブα5〃凄加。∫485f．9ノ弓αη雌01’α

　　　　　　　　　　クチナシ

S　十

B3・3

S3・3

B　十

S　十

B　牽

K1・2
B　牽

B　十

S　十

K2。2

S1・2
S1・！

S2・2

S十・2

S！・2

S　十

S　十

S　十

S1・2

K　十

S　十

S　十

S　十

S　十

5如μπ如π如ゐ8躍砂履ゾZα　ムベ　　　　　S　十

Q助f（4）ogo，10ん”ff　　ナガバジャノヒゲK　1・2

C二二・goπブ・ψoπ∫α‘∫var，　oαθ珈’05π∫

　　　　　　　　　カブダチジャノヒゲK十・2

D捌砂彦θrガ∫θ型魏ア僧050rαベニシダ　　　　K　十

A2舳αcん痂。ゐ∫αηzαわ漉∫オオカナワラビ　K十

Roんゐαブ妙。／z沈α　　　オモト　　　　　K　十

Dノー），gρ砂層∫5翫∫5醜α2～α　ヤマイタチシダ　K　十

L力囑∫ρ汐θμ碗）少乃ツZZα　　ヤブラン

Wbo4τ砂αノ’漉αブ畷）oπfcαオオカグマ

石上融ノ・αプ1ZO〃めθα

Aノ昌読∫如ブ妙。ηゴ6α

ノ窪プ4ゴ∫ゴαα一επα‘α

エ）ノヲ。μθノ’f∫ノを450砂θ5

施4躍ノηブ砂07z∫6α

Q配θ1－α45α♂∫8／z召

キヅタ

ヤブコウジ

マンリヨウ

マルバベニシタ

ビナンカズラ

ナラガシワ

C6Z薦5∫2Z8／Z5∫5　var．ブ砂0πf6αエノキ

R加4・4診〃41’0πたα8〃多メ舜・’ゴヤマツツジ

αZα5’η‘50ノー∂ガ（〕Z4♂α∫～イ∫

4ρ1～απα刀晒βα5ρθ1’α

C召5‘α〃（～αθ一8ηα’α

K々z（ψα2～α露ρ～ご’～‘5

ツルウメモドキ

ムクノキ

クリ

ハリギリ

Qμ81’αイ3ζzα諾∫∫諏ノ厚α　　クヌギ

βoh6〃昭1ゴα曜）記α如　　 コアカソ

伽。πツ〃’Zf5αZα彦z6∫var．・ψ’βη‘5　f．

　山海αψ0漉ノ泌碗μ5　　　　コマユミ

Co脇6αψα〃彦0〃5　　ヤブムラサキ

Aたθう∫αかβ・ゲbZ忽忽　　　 ミツバアケビ

Z，0πゴ‘θ2曾αゴ妙0ノ毎‘α スイカズラ

Lo厩6θプα1型少ogZαπoα　キダチニンドウ

磁♂型加9如ブ卯）oηたα　ハナイカダ

L∫π漉rα9’1αμ6μ　　　　ヤマコウバシ

Eμ0型η3π∫5∫θみoZ読αππ5マコ・ミ

3かz諾配砂’θ擁5児ψoπゴ。αシシガシラ

バ盃。’oZ砂∫α潮α㎎勿α如フモトシダ

K　十

K：十

K　十

K　十

K　十

K　十

K　十

B　十

B　十

S　十

B　十

B　十

B　十

B　十

B　十

S　十

B　十

S　十

S　十

S　十

S　十

K　十

S　十
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調査地Lage：Stadt　Kikuchi菊池市，調査年月1≡i　Datum　d，　Aufn．：12．　Mai　l979．

められた。

　ハゼーカラスザンショウ群落は東北地方南部の沿海部より九州にかけてヤブツバキクラス域の

温暖な地域に分布する先駆性夏：緑広葉樹二次林である。とくに海洋に面した空中湿度の高い立地

で広大な面積で持続群落を形成することがある。調査地域のハゼーカラスザンショウ群落は人為

的に伐採され，復元途上のアラカシ萌芽林に先駆性のハゼやカラスザンショウが侵入し，二次的

に群落を形成したもので，時間とともに再びアラカシの萌芽林（ナナメノキーアラカシ群落）へ

遷移するものと判定される。ハゼーカラスザンショウ群落はクサギーアカメガシワ群団にまとめ

られる。

　11）　スギ，ヒノキ植林

　　　Or泓ρ言ωπerεαノαpoπεcα，　C1εαηあαθc〃Pαrε80尻麗sα一Fo罫s奮（7ab．9）

　洪積台地に点在する森林植生はクヌギーコナラ群集とスギ，ヒノキ植林で占められているが，

どちらも有用樹木として利用されている。調査地域で植生調査されたスギ，ヒノキ植林は高木第

1層が20～24mで80％以上の植被率を有し，ヒノキのほうが星的にきわめて多く植栽されている。

高木第2層は門内照度が低く，しかも林床微気象が温和なため耐陰性の常緑広葉樹が生育しやす

く，タブノキ，カクレミノ，ナナメノキ，キヅタなどが出現している。低木層と草本層は下草刈

りなど定期的な人による管理を施されるため，林縁や草原生の種が侵入しやすい。したがって低

木層と草本層の種類数がもっとも多く，潜在自然植生の心志（ヤブツパキクラス），　マント群落

の種群（ノイバラクラス），ソデ群落の種群（ヨモギクラス）が混生した状態となっている。低

木層に常在度の高い種にはタブノキ，ナナメノキ，ピサカキ，ネズミモチ，イヌビワ，ミツバア

ケビ，ハナイカダ，ムラサキシキブ，コマユミなどが，草本層ではヤブコウジ，テイカカズラ，

キヅタ，フユイチゴ，トウゲシ・㍉ホシダ，ナキリスゲなどが出現している。

　熊本製作所内にもスギ，ヒノキの植林が広い面積で残されている。林内にはタブノキ，ピサカ
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キ，ネズミモチ，ヤブニッケイ，シロダモなど潜在自然植生の常緑広葉樹が多く1：i：回し，熊本製

作所がヤブツバキクラスのシラカシ群落域に位置していることが半1明された。

2。鈴鹿周　辺

　D　　イノデータブノキ群集

　　　1》olysもicho脚Perseetum　もhロnbergi隻S腿z麟Tok。1962（「£ab。10）

　海岸沿岸部の沖積地や，丘陵地斜面には，タブノキが優蝕する高木林がかつて広がっていたも

のと考えられる。現在は水田，畑耕作」也，スギ植林，モウソウチク林などの代償植生によりおき

かえられている。わずかに残されているタブノキ林が関町北地蔵院で植生調査が行なわれた。

　　　　　　　　　　　　　Tab．！0　イノデータブノキ群集

　　　　　　　　　　　Polysticho一王）erseetu預thunbergii

Aufn．一Nr．調査番号：S－！8，　H6he茸．　Meer海抜高疫：10m，

Exposition　u．　Neigung方位および．傾斜＝SW　10。，　Grd畠e　d．　Probe伽che調査面積：225m2，

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht－1高木第1履の高さおよび植被率：24m，95％，

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht－2高木第2層の高さおよび植園率：12m，40％，

｝｛6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木騨の高さおよび植被率16m，40％，

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さおよび欄被率：0．8m，40％，　Aftenzah1鵬現種数：3！．

Kenn－u．　Trennarten（L　Ass．：

　　　　　　　　　　群集標徴種および区分種
乃ノ’∫6α晒”ノめ81宮f　　　タブノキ　　　B15・5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Bウ3・3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　S十・2
　Cα7ψガノ～z‘∬5c／zoノ～05ん～ピ　　イヌシデ　　　B12・2

∫b4・岬伽57澱6rρρ）伽∫イヌマキ　　B2！・l
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騒騨、 灘、

　　　Fig．15　イノデータブノキ群集。斜面にわずかに残されている

　　　　　　　　（亀1⊥1市論難町亀山公園）。

Heutenurnochseltenerhaltenes　Polysticho－Perseetum　thunbergli
　　　　（Kameyama－Park　60m廿．　NN，　Stadt　Kameyama，　Prafektur　Mie）．

　群落高24mに達するこの林分は，高木第1層にタブノキが被度5と優験し，夏緑広葉樹のイヌ

シデを区分種として，またイヌマキは他の群集に対しての区分種としてイノデータブノキ群集を

特徴づけている。高木第2層にはサカキ，シロダモ，イタビカズラ，アラカシなどが，低木層に

はサカキ，タブノキ，シロダモ，アオキ，ヤブニッケイ，ネズミモチ，ヒサカキ，モチノキ，ヤ

ブツパキなどが植被率40％を占めている。草本層は少なく40％の植被率を占めているにすぎない。
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出現回数は31種と少ない。

　2）　ミミズバイースダジイ群集

　　　Symploco　91aucae・Casもanopsietu斑sieboldi董M圭yawakietaL1971（Tab・11）

　四日市市梅ケ丘町丘陵地，鈴鹿市国府町三宅神社，津市大里山室町須賀神社，鈴鹿郡関町自木

一色，鈴鹿市河芸町弥尼布理神社などにコジィやスダジイが被度1～5と生育する林分が調査さ

れた。これらの林分はミミズバイ，ヤマモガシを標徴種および区分種としてミミズバイースダジ

イ群集にまとめられた。

　鈴鹿地区のミミズバイースダジイ群集は樹高14～24mで，高木第1層は植被率70～90％を占め

ている。高木第2層は植被率30～50％，低木層は30～50％と平均している。草本層は立地により

異なり1～30％を示している。鈴鹿地区では浜松地区に比較し，カナメモチ，アセビをもつこと

で区分される。出現丁数は23～33種（三宅神社は48種）で少なく，種類組成は浜松地区に比較し

貧弱である。鈴鹿地区は，基岩が花嵩岩よりなりたつ地域も多く，全体に乾燥しやすく，貧養立

地が多い。したがって，浜松地区や他地域に比較し，種が貧弱になるものと考えられる。

　鈴鹿地区のミミズバイースダジイ群集は，高木第2層には，サカキが被度3と生育し，また四

日市市梅ケ丘町ではタブノキが被度5で高木第1層に優占している。低木層では，ミミズバイ，

カナメモチ，センリョウ，アラカシ，タブノキ，ピサカキ，ヤブツバキ，クチナシ，カクレミノ，

ネズミモチ，ヤブニッケイ，モチノキ，クロガネモチ，シロダモ，クロバイなどが高常在度で生

育している。草本層には，テイカカズラ，ビナンカズラ，カブダチジャノヒゲなどが広くみられ

る。

　3）　ヤブコウジ～スダジイ群集

　　　Ardis量。”C3s重anopsie士u獄siebo重d圭i　Su2．儒Tok1952（Tab。12）

　鈴鹿市山本町椿神社では，高木層にスダジイが優占する，樹高23mに達する林分が境内に広く

残されている。この地域には，黒土が堆積した台地が広がり，茶畑に広く利用されている。隣接

する鈴鹿山地より下降したカナメモチがわずかに混生するが，特別な標徴種や区：分種をもたず，

ヤブコウジースダジイ群集にまとめられる。

　鈴鹿市では他に例がなく，台地上は耕作され，ほとんど残存林はみられない。したがって椿神

社のスダジイ林は，この台地上の潜在自然植生と同一と≧画定される。

　4）　カナメモチー：コジイ群集

　　　Pむot隻喰iobCastanops至etu斑cusp韮datae　NakanishietaL1977（饗ab．12）

　鈴鹿市小岐須山岸大神社，加佐登神社，長沢長瀬神社，高岡町高岡稲荷，賀茂呂大神社，岸岡

町石岡山貴志神社，山辺式内大井神社をはじめ四辰市市，鈴鹿郡関町，亀山市，国智郡森町など
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　　　　　　　Fig．16　サカキーコジイ群集（鈴鹿市）

Schinto・TempelwaldvomPhoti垣。－Castanopsie亡um　cuspi〔1atae

　　　　　　　　（in　der　Stadt　Suzuka　60m廿，　NN）・

にコジイ，スダジイが優占する林分が残存している。

　高木第1層にコジイ，スダジイが優馨し，植被率70～90％を占めている。高木第2層は，植被

率25～70回目アラカシ，サカキ，タブノキが生育している。低木層は25～70％の植被率，ピサカ

キ，ネズミモチ，シャシャンボ，サカキ，タブノキ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，カクレミノ，

アオキ，クロバイ，ヤツデなどが生育している。これらの林分は，カナメモチ，シャシャンボ，
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ジュズネノキ，アカガシ，ツクバネガシ，イヌガシ，ベニシダ，モチノキ，カクレミノを標微種

および区分種として，カナメモチーコジイ群集にまとめられた。カナメモチーコジイ群集は，ア

セビ，ソヨゴ，リョウブ，ネジキ，ヤマツツジ，ウスノキ，ミミズバイで区分されるアセビ亜群

集と，ナガバジャノヒゲ，シロダモ，ヤツデ，ヤブラン，アリドオシ，ナンテン，トウゴクシダ

などで区分されるナガパジャノヒゲ亜群集に区分される。アセビ亜群集は，四日市市足見田神社，

小山町神明神社，川島町神明神社，川島神社，亀山市安坂山町，剣法寺町，小川町などで残存林

がみられ，花嶺岩基盤の貧養，乾燥地に発達する。ナガバジャノヒゲ亜群集は，さらに特別な区

分種をもたない典型変群集と，ミミズバイで区：分されるミミズパイ変群集に区分される。典型変

群集は四EI市市小松町小松神社，西日野神社，鈴鹿市加佐登神社，長沢町長瀬神社，長沢町深広

寺，鈴鹿郡関田三関神社などに残されている。ミミズバイ変群集は鈴鹿市高岡町高岡稲荷，賀茂居

大神社，岸岡町石岡山貴志神社，山辺式内大井神社，国難郡森町小国神祉などで，平坦な沖積地

より，海抜30～40mの低丘陵地斜面に発達している。樹高8～17磁の林分が多く，人為的影響が

加わることによりミミズバイースダジイ群集の標準種が消え，乾燥に耐えられるシャシャンボ，

アセビなどが侵入してきた二次林になったことが考えられる。表屡土が復元され，樹冠微気象が

安定することにより，ミミズバイ変群集の大部分の林分がミミズバィースダジィ群集に復元する

ものと考えられる。

　5）　シキミーモミ群集

　　　1置licio鞘AbieteもuI臓　firmae　Suz．賞緊ok　1952　（璽】ab．13）

　鈴鹿市野登山の海抜560～680mには，アカガシが被度5と優占する，シキミ，ツクバネガシ，

カヤ，ヒイラギで区分されたシキミーモミ群集がみとめられる。

　野登山のアカガシ林は群落高8mで3層群落を形成している若齢林である。高木層にはアカガ

シが優占し，ウラジロガシが混生している。低木層は植被率70～80％と高く，シキミ，シロダモ，

ヤブツパキ，ピサカキ，アセビなどが被度1～2で混生している。草本層は植被率10～40％を占

め，ヤブコウジ，イヌツゲが出現する程度で，生育している植物は少ない。

　愛知県南設楽郡鳳来寺山の植生調査資料が参考のため比較された（Tab．13）。植生図12～27m

に達する鳳来寺由の林分では，アカガシ，シキミ，ツクバネガシ，カヤ，ヒイラギは共通し，ツ

ガ，モミ，アカマツ，ミヤマシキミ，テイカカズラ，シュンランで区分されるツガ亜群集に区：分

される。野登山では，イロハモミジ，シロダモ，ナワシログミによリケヤキ亜群集が区：分された。

両者は地形，土壌条件の相違により，種組成が異なると考えられる。ツガ亜群集は東から南斜面

の乾燥した尾根状地が多く，イロハモミジ亜群集は北から西斜面で調査された資料がまとめられ

た。
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　6）　アラカシ群落

　　　Qπθrcπ8　gZαz己。α」Gesllschaft（Tab．14）

　亀山市田村町能褒神社，北町亀山八幡などに樹高12～18mの高さでアラカシが優占する林分が

みられる。亀山市能褒野神社では2～3本株立ちした萌芽林形態を示している。高木層は植被率

75～90％と高い被度で群落の林冠部をおおっているが，高木第2層が25～40％，低木層は40～70

％である。能褒野神社の低木層が5％の撃墜被率の林分は，下草刈りが行なわれているためで，

草本層も植被率3％と低い。ほかでは草本層は10～30％の植被率で生育している。

　～般にアラカシ群落は常緑広葉樹林の二次林を形成する。とくに，貧養，乾燥立地で萌芽形態

をとりやすい。また常緑広葉樹林の復元途上では，シイや他のカシ類を除き初期の優霧鐘を形成

しやすい。

　アラカシ群落はカシ林域（アカガシーシラカシ群団域）で二次林あるいは復元途上林を形成す

る。構成種には群団，オーダー，クラスの種群が大部分を占めている。亀由市で調査された林分

では，サカキ，カナメモチ，モチノキ，ヤブツバキ，アオキが共通して生育している。四B市市

日日野八幡公園ではミミズバイが高木第2層，低木層に個体数が多くみられる。共通してシャシ

ャンボ，クロバイ，クロガネモチなどカナメモチーコジイ群集の構成種が生育し，潜在自然植生

．粧鯉・

響・・

儀榔淫 離墨型

Fig．17　常緑広葉樹二次林を代表するアラカシ群落（鈴鹿市）

Qz紹1‘α‘5　gZαzκα一Gesellschaft，　eme　der　reprasentativen　immergr廿nen

SekuHdarwalder　（Stadt　Suzuka　60m廿．　NN）．



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　39

はカナメモチーコジイ群集であることが判定される。四日市市西研野八幡公園のアラカシ林はそ

のミミズバイ亜群集と考えられる。

　7）　クリーコナラ群集

　　　Casta議eo鮮Queτcetum　serratae　Okutom呈，　TsujietKodai罫a1976（Tab．15　Lfδ．

　　　Nr．2，3）

　三重県亀山市安坂山町と鈴鹿郡関町観音山より，萌芽したコナラの優占する夏緑広葉樹二次林

の植生調査資料が得られた。高木層は9～12mの高さで，80％の植被率を占め，コナラのほかに

はリョウブ，ヤマザクラなどがわずかに混生するにとどまる。低木層は2．5～5mで40～70％の

植被率を占め，ネジキ，シャシャンボ，ツクバネウツギ，カマツカ，コバノガマズミなどの夏緑

広葉樹にまじえて丁度は低いが，アラカシ，ヤブツバキ，ネズミモチ，ピサカキなど常緑広葉樹

の生育もみられる。草本層の植被率は35～40％を占め，コウヤボウキ，ウスノキ，アオジクスノ

キ，ナルコユリ，サルトリイバラ，シュンラン，ツルリンドウ，ツルアリドオシ，アキノキリン

ソウなどヤブツバキクラス域上部からブナクラス域下部に出現する種が多い。これらの引分はリ

ョウブ，コウヤボウキ，アオハダ，コアジサイ，ネジキ，ウスノキなどを標二種および区分種と

してクリーコナラ群集にまとめられた。

　クリーコナラ群集は本州の東北地方から近畿地方まで分布しており，シキミーモミ群集などの

代償植生として出現することが多い。調査された植分は凸状地や尾根状斜面の比較的乾燥した立

地に生育していた。関町の植分内には炭焼きの跡があり，かつては薪炭林として利用されていた

らしい。最：近は下草刈りも行なわれていないため，低木層，草本層の発達が著しく，ネズミモチ，

ヒイラギ，ソヨゴ，パイカツツジ，クロバイなど潜在自然植生であるシキミーモミ群集の種群も

再生しはじめている。

　近畿地方から東海地方南部のクリーコナラ群集はモチツツジを随伴することが多く，春季の憎

相がモチツツジの薄紫花によって特門づけられる。

　クリーコナラ群集はイヌシデーコナラ群団，コナラーミズナラオーダー，ブナクラスにまとめ

られている。

3．浜　松　周　辺

　D　ミミズバイースダジイ群集

　　　Sy嫌ploco　9亙aucae・Castanopsietumsieboldii　Miyawak圭etaL1971（1蓼ab．11）

　浜松市富塚町神明宮，両光寺，平松町八幡神宮，大久保町大窪神社，神ケ谷町洞雲寺，賀久留

神社，和地町曽許乃御立神社，大山晦大山観世音，須賀神社，一色町円福寺，半田町竜泉寺，細

江町気賀諏訪神社，引佐町横尾伊井谷清井神社，西四村柿窪神社，浜北市高根金刀羅神社，河芸

町弥尼布理神社，天竜市鹿島椎の脇神社など，浜松地区に広く神社林としてスダジイ（時にコジ
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イ）が優占する林分が残されている。ミミズバイ，ヤマモガシを標徴種および区分種としてミミ

ズバイースダジイ群集にまとめられた。

　ミミズバイースダジイ群集は，沿岸部の暖熱地に広く分布する。浜松地区では高木第1層は18

～26mに達し，植被率は60～85％で他の林分が90％に達するのに比較し，あまり高くない。高木

第2層は，第1層の植被率が低い場合は60～80％と高い植被率を示すが，一般に20～40％を占め

ている。低木層は30～80％と変化が多い。草本層も同様に5～60％を示す林分がある。高木第1

層はスダジイが優翻し，細江町気賀諏訪神社，浜松市一色町円福寺ではコジイが生育しているの

がみられる。高木第2層にはミミズバイ，タイミンタチバナ，アラカシ，サカキ，ヤブツバキな

どが高常在度でみられる。低木層はミミズバイ，タイミンタチバナ，センリョウ，イヌマキ，サ

カキ，タブノキ，ヤブツバキ，ピサカキ，クチナシ，スダジイ，カクレミノ，ネズミモチ，ヤブ

ニッケイ，モチノキ，クロガネモチ，ヤツデ，シロダモ，ツルグミ，クロバイ，シュロ，イヌビ

ワなどが高常難度で生育している。草本層にはヒトツバ，テイカカズラ，ビナンカズラ，カブダ

チジャノヒゲ，ヤブラン，ヤブコウジなどが各地でみられる。浜松地区では，鈴鹿地区のミミズ

バイースダジイ群集に比較し，タイミンタチバナ，ツルコウジ，ナガバジャノヒゲ，イズセンリ

ョウ，ホルトノキ，ハナミョウガ，マサキなどで区分される。浜松地区は，出現種数29～55種と

多くの植物がみられる。鈴鹿地区が23～48種であるに対し，豊富な種類相を示している。

灘護嚢

藤難
　　．　　←

難灘議

籐灘

蟻疑

墾

…惹姦轟粛樫

霧奪魏醸嚢

　Fig．18　ミミズバイースダジイ群集。浜名湖北部に残されている林分がわ

　　　　ずかにある（静岡県）。

AmNordteildesSeesHam段nakoerhaltenesLasiantho－Quercetum　gilvae
（10m廿，　NN，　Prafektur　Shizuoka）．
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Fig、19　浜名湖沿岸に残されているミミズバイースダジイ群集（静岡県）。

　An　des　Ufers　dcs　Hamanako－Sees　erhaltenes　SymPloco　giaucae－

　Cast乏しnops三etum　siebolclii（PrafekturShizuol《a）．

　2）　ルリミノキーイチイガシ群集

　　　Las圭anもko・Quercetum　gilvae　Fujiwam1981（Tab。16）

　静岡県引佐郡三ケ目町神明宮にはコジイが優熱し，低木層にカンザブロウノキ，イチイガシ，

ルリミノキ，ヤマビワ，センリョウ，トキワガキ，ハナミョウガなどのルリミノキーイチイガ

シ群集標徴種あるいは区：分種をもつ林分が残存している。ルリミノキーイチイガシ群集の林分

は，気候，土壌などの自然環境が恵まれた立地に発達するため，畑耕作地や住宅地などに利用さ

れやすく，現在ほとんど残されていない。わずかに神社林などに残存林分がみられるにすぎな

い。

　神明宮の林分は樹高16～20mで，狭い尾根の斜面に発達しており，種類組成はきわめて豊富で

ある。高木層が80％と比較的すいているため，低木層の植被率は65～70％と高い植被率を占めて

いる。高木第1層はコジィが3～5と優麗し，アラカシ，スダジイを混生することがある。高木

第2層にはミミズバイ，アラカシ，ヤマビワ，スダジイ，コジイなどがわずかに生育している。

低木層には群集標徴種や区分種以外に，コジイ，アラカシ，マンリョウ，ヤブツバキ，ミミズバ

イ，サカキ，ピサカキ，タイミンタチバナ，イズセンリョウ，タブノキ，ヤブニッケイ，クチナ

シなどの常緑広葉樹とともにコバノガマズミ，イヌビワなどの夏緑広葉樹がわずかに混生してい

る。草本層は，ベニシダ，ヒトツバ，テイカカズラ，マルバベニシダなどが多くみられる。



42

　ルリミノキーイチイガシ群集は一般にコジイが優占する林分とイチイガシが優占する林分があ

る。三三町細江神社では境内にイチイガシを植栽し，胸高直径1m以上に達する個体が多くみら

れる。

　3）　カナメモチーコジイ群集

　　　Pho重三n三〇・Castanopsietum　cuspidatae　Naka漁ishietaL　1977（Tab．12）

　浜松市大山町日山神社でスダジイが優占し，シャシャンボ，アセビを区分種とするカナメモチ

ーコジイ群集が調査された。群落高は22mに達し，植被率90％と林内をスダジイの樹冠がおおっ

ているが，林床にはコシダが個体数多くみられ，人為的影響の加えられていることを示している。

出現種数は34種と少ない。高木第2層は植被率30％でサカキ，スダジイ，モチノキが混生してい噛

る。低木層は3mの樹高，植被率25％と低く，サカキ，タブノキ，ヤブツバキ，ヤブニッケイ，

スダジイ，モチノキ，カクレミノ，シロダモ，アリドオシなどが混生している。草本層はきわめ

て少なく，植被率3％を示すにすぎない。

　浜松地区：では，サカキーコジイ群集の残存林分はきわめて少ない。伐採などの人為的影響が過

度に加えられ，立地が貧化し，コバノミツバツツジーアカマツ群集などのアカマツニ次林におき

かわっている地域が広がっている。

　4）　ヤマモモースダジイ群落

　　　吻rεcαrωbrα・0α8’απoP8ε8　c郡spε面加var．　sεθδo互dεε一Gesellschaft（7ab．11）

　細江町都田川河口左岸では樹高12mのスダジイ萌芽林が調査された。高木第1層は，植被率90

％を占め，林内を暗くおおっているが，出現種数は3！種と少ない。このような林分は，天竜川東

岸，小笠郡大東町，菊川町，川泉町，大須賀町，磐田市新貝，見附，豊：田町，西新町，袋井市鶴

松などに広くみられる。いずれも，樹高！2～16mで低い。浜松地区ではミミズバイースダジイ群

集の二次林を形成している。このような林分は特別な区分種をもたず，ヤマモモースダジイ群落

として区分された。

　5）　クリーコナラ群集

　　　Castaneo－Quercetum　serratae　Ok程tomi，TsujietK：odaira1976

　　　（Tab。15　】L墾d．　Nr．1）

　静岡県引佐郡引佐町で谷川に面した斜面からコナラの優占する夏緑広葉樹林の植生調査資料が

得られた。高木層は11mで，萌芽したコナラが優占し，ほかにヤマザクラ，リョウブ，コジイが

三木で混生している。低木層は5mの高さで植被率は50％に達している。潜在自然植生の常緑植

物の復元力が強く，アラカシが優占するほか，ヤブツバキ，タブノキ，リンボク，ネズミモチ，

クチナシ，アオキ，ヒイラギ，リンボクなどヤブツバキクラスの種群が多く出現している。低木
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層の夏緑広葉樹ではコナラ，カマツカ，コバノガマズミ，モチツツジ，ア毫髪ダなどコナラーミ

ズナラオーダーの種群が生育している。草本層は光条件に恵まれず，また表層養うすく，基岩が

随所に露出するため，植被率は10％と低い。草本層も夏緑，常緑混生形態をとるが，夏緑植物は

わずかアケビ，ヤマユリ，コウヤボウキ，サルトリイバラなどで，耐陰性の常緑植物が多く，ヒ

トツバ，ベニシダ，テイカカズラ，マメヅタ，シュンラン，ヤブラン，ヤブコウジ，ビナンカズ

ラ，キヅタなどが生育している。この亭亭は三重県鈴鹿周辺のクリーコナラ群集と近い種組成か

らなり，リョウブ，コウヤボウキ，シャシャンボ，コアジサイ，ネジキ，ツクバネウツギなどを

標微種および区分種としてクリーコナラ群集にまとめられた。

　調査地域のクリーコナラ群集は海抜160mのサカキーコジイ群集を潜在自然植生とする立地に

生育している。東向きに10度傾いた斜面は礫質土壌をところどころに露出する基岩からなり，比

較的乾燥しやすい。人為的な伐採が行なわれなけれぽ，現在低木層に優占するアラカシが生長し

てアラカシ林を形成し，さらにコジイが侵入してくるものと考えられる。

4．　埼　玉　周　辺

　1）　クヌギーコナラ群集ケヤキ亜群集

　　　Quercet皿m　acutiss隻mo・serratae　M隻yawaki1967

　　　　Subass．　von　ZeH｛ova　serrata（雪ab。17）

　関東地方北部にある武蔵野台地は沖積低地より35～45m高い海抜40～60mにあり，古くから開

けていた。かつては木炭生産の原木としてクヌギ，コナラの雑木林が広がっていたが，木炭の需

要低下とともに耕作地や宅地に転用され，伐採されることが多く，最近では武蔵野の雑木林も少

なくなっててきている。

　狭山市や和光市など新興都市の位置する武蔵野台地を中心にクヌギ，コナラの雑木林が植生調

査された。植生高は7mから発達した植分で！7mに及び，萌芽したコナラが優潔している。ほか

にはエゴノキ，クヌギ，ヤマハンノキ，アカマツなどが低被度で混生し，エゴノキ，クヌギもよ

く萌芽形態をとる。薪炭林は定期的に伐採されるため，萌芽性をもつ樹種，あるいは短期間で生

長できる先駆性陽樹にとって生育が有利になる。高木第2層の形成されている南分では植被率は

10～40％になり，高木第1層に共通したコナラ，エゴノキが高い常在度で出現する。低木層は2．5

～3mの高さで，10～60％の植被率を占め，種類数も20～35種ときわめて多い。構成種はコナラ

ーミズナラオーダーの種を中心にクサギーアカメガシワ群団の種，ノイバラクラスの種，潜在自

然植生のヤブツバキクラスの種などが混生している。常在度の高い種にはエノキ，ケヤキ，ウメ

モドキ，ヤマコウバシ，ガマズミ，カマツカ，コマユミ，ムラサキシキブ，サワフタギ，ヤマウ

グイスカグラ，エゴノキ，シラカシなどがある。草本層は0．5～0．8mの高さで，5～60％の植被

率を占め，低木層と同じように人為的影響下でヨモギクラス，ススキクラスなど複数の植物社会

の種群により構成されている。優占種はとくにみられず，常在度の高い種にはタチツボスミレ，
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Fig．20　！5～25年に一度伐採されることにより持続しているクヌギーコナラ群集。

　　　里山では林床の落葉かきが行なわれ堆肥に利用されている（埼玉県狭山市）。

　Unter　extensiven　menscl｝1ichen（ein　Hieb　in　l5　b｝s　25　Jahren），　Einfl苞ssen　kommt

　dasQuercetum　myrs玉naefoliae　alsDauergesellschaftvor
　（Stadt　Sayama，　Pr証ektur　Saitama）．

ケチヂミザサ，ヤブラン，ホソバヒカゲスゲ，オオバギボウシ，ヒメカンスゲ，スイカズラ，ア

キノキリンソウ，シラヤマギク，トボシガラ，アズマネザサ，ノガリヤスなどがみられる。これ

らの種組成からなる植分はクサボケ，マユミ，ムクノキ，エノキ，ケヤキ，ヤマハンノキなどを

群集標徴種および群集，亜群集区分種としてクヌギーコナラ群集ケヤキ亜群集にまとめられた。

　クヌギーコナラ群集は関東地方以西から九州地方北部にまで分布している。分布域は主にヤブ

ツバキクラス域のアカガシーシラカシ群団域でシラカシ群集の代償植生として生育することが多

い。クヌギーコナラ群集は適潤でぼう軟な火山灰質土壌を指標しており，武蔵野台地も地表から

厚さ5～7mに関菓ロームが堆積している。武蔵野台地上のクヌギーコナラ群集にはケヤキ，エ

ノキ，ムクノキなどニレ科の湿性指標種が結びついており，ケヤキ亜群集に下位区分されている。
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さらにケヤキ亜群集はシオデ，ミツバツチグリ，ミズヒキ，キンラン，クヌギで識別されるシオ

デ変群集と，ナツハゼ，ネジキで識別されるナツハゼ変群集に下位区分されている。

　シオデ変群集は所沢市新田，小手指，内着，狭山市，新座市下片山などの海抜30～150mの平

坦地や凹状地斜面に生育がみられる。ナツハゼ亜群集は狭山市本塩i，所沢市狭山ケ橘，小手指な

ど狭山丘陵に続く海抜55～！！0mの比較的乾燥しやすい凸状地や斜面から調査資料が得られてい

る。シオデ変群集もナツハゼ変群集も湿生種油で識別されるケヤキ鰍洋集にまとめられているこ

とから，潜在自然植生もシラカシ群集の湿生型であるケヤキ亜群集に相当するものと考えられる。

　2）　クリーコナラ群集

　Castaneo－Quercetmn　serraもae　Okutomi，7sujietKodaira1976（Taわ．17）

　武蔵野台地縁東部に広がり，秩父山地に連なる狭山丘陵は第三紀層からなり，表層は狭山層に

よって被覆されている。狭山層は瑞穂礫層と所沢粘土層からなり，丘陵は広くクリ，コナラの夏

緑広葉樹二次林でおおわれている。海抜120～！65mで調査された植分と台地上のクヌギーコナラ

群集は相観的に区別はつかないが，組成上の比較では台地上のクヌギーコナラ群集と大きく異な

り，同じコナラーミズナラ真心ダーの上級単位にまとめられるクリーコナラ群集に所属すること

カミ明らかにされた。

　狭山丘陵に生育するクリ，コナラ林は植生高が14～20mで，85～90％の植被率を占め，コナラ

のほかにアカシデ，カスミザクラ，ア下燃ダ，エゴノキなど夏緑広葉樹類が混生している。高木

第2層が形成された植分では高木第1層と同じ種が生育するほか，リョウブ，アラカシなどもみ

られる。低木層には平均して30種ほど出現し，常在度の高い種にはオトコヨウゾメ，コバノガマ

ズミ，ミヤマガマズミ，ヤマコウバシ，カマツカ，コマユミ，アオハダ，ヤマツツジなどがある。

草本層はイネ科断占林床となる植分が多く，モエギスゲ，ヒカゲスゲ，ヒメカンスゲ，トボシガ

ラ，ノガリヤス，田島ネズミガヤなどの常在度が高い。その他にもナガバノコウヤボウキ，オオ

バギボウシ，アキノキリンソウ，シラヤマギク，シュンラン，ヤブコウジなどが生育している。

これらの植分はオトコヨウゾメ，ナガパノコウヤボウキ，チゴユリ，アセビ，アカシデ，コァジ

サイ，コパノガマズミなどを証徴種および区分種としてクリーコナラ群集にまとめられている。

　クリーコナラ群集はアカガシーシラカシ群団域の主にシキミーモミ群集を潜在自然植生とする

立地に代償植生として発達している。調査地域のクリーコナラ群集はシキミマモミ群集と一部，

シラカシ群集モミ亜群集を潜在自然植生とする地域に分布している。調査地域では狭山丘陵の海

抜120m以上の丘陵部に生育がみられた。生育地は火山灰土の堆積が薄く，狭山層が表層近くに

堆積し，比較的乾燥している。

5．　宇都宮周辺

1）　ヤブコウジースダジイ群集
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　　　Ardis量。－Casta蹴opsietum　siebold量i　Suz－70k1952（Tab．18）

　モチノキ，ヒイラギ，アラカシをシラカシ群集に対する区分種としてヤブコウジースダジイ群

集が区分された。茨誠娯笠間市仏頂山，栃木県益子総高館山西明寺，茨城県金砂郷村金砂神社に

群落高16～24mの林分を形成している。高木層にスダジイが被度3～5と優占し，ツクバネガシ，

モチノキ，ヒイラギ，アラカシにより地域的に区：分される。林内に生育するウラジロガシ，アカ

ガシ，カヤ，シキミ，ベニシダ，サカキ，ミヤマシキミ，コパノガマズミは，イヌブナーモミ群

落とともに共通に生育しており，シラカシ群集の構成種とは，大きく異なる。ヤブコウジースダ

ジイ群集は関東地方以西の温暖な沿海部に分布しており，北限域に近い調査対象域では，陽あた

りの良い乾燥した南斜面に特に多くの植分がみられる。伐採されると再生能力が弱く，クリーコ

ナラ群集やアカマツの二次林に退行することが多い。

　2）　シラカシ群集

　　　Querce亀um　myrsin3efol三ae　M隻yawakietOhba1965（Tab．19）

　宇都宮市二原山神社，護国神社，星宮神社，岩船町檜神社の社叢林や，宇都宮市亘谷町の台地斜

面にシラカシが被度3～5と優費する林分が植生調査された。樹高は19～24mに達し，出現種数

臨、 lll海

蓋鶉

㌔騒：

山添鹸二

・副＝函重．

爆ξ』ド

霧で，

一縫麹・

論

調

　　Fig．23　ヤブコウジースダジイ群集北隈域に近いスダジイ

　　　　　　（栃木県芳賀郡益子町高館山，海抜180m）。

Cα綴ωzoρ∫’∫α‘砂認α孟αvar．∫～8ゐ。♂4ガimArdisio－Castanopsietum

sieboldii（Takadate・yama　180m廿．　NN，　Mashiko－machi，　Prafektur　Tochigi）．
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27～55種により構成されている。このような林分は，シラカシを吉徴種，チャノキを区分種とし

てシラカシ群集にまとめられた。シラカシ群集は，関東地方では関東ローム台地や沖積低地に残

存林をみることができるが，多くは農家の屋敷林あるいは社寺林として残されてきたものである。

　シラカシ群集は，高木第1層にシラカシを優占種としてもち，高木第2層や低木層にシラカシ，

ピサカキ，アオキ，ヤブツバキ，チャノキなどの比較的限られた種類の常緑広葉樹により欝欝率

30～50％でおおわれている。草本層にはキヅタ，ナガバジャノヒゲ，ジャノヒゲ（カブダチジャ

ノヒゲを含む。今圓の調査では区分されていない），テイカカズラなどの常緑植物が多くみられる。

　宇都宮市やその周辺部で調べられ，シラカシ群集にまとめられた林分は，さらに他の地域の資

料と比較検討の結果，ケヤキ，エノキ，オナバジャノヒゲ，イロハモミジなどによりケヤキ亜群

集に区分された。シラカシ群集ケヤキ亜群集域は，台地斜面や，沖積低地に広く発達しているが，

スギ植林，モウソウチク林，クヌギーコナラ群集にまとめられる雑木林に利用されており，残存

する自然植生はほとんどみられない。

3）　ツクバネガシ群落

　　Q郡θrc麗s　sθssεZ〃「oZεα一Gesellschafも（7ab・19）

宇都宮市多気山不動尊の，海抜240m地域にはツクバネガシが被度4と優占する林分が残され

　Fig．22　栃木県高根沢町低地の景観。冬の季節風より家を守るため，スギ，

　　　　　ケヤキ，シラカシを植栽し，防風林を形成している（海抜1！0m）。

Landschaftsbi玉d　im　Tie且and〔ler　Takanezawa－machi．　Die　alten　Hauser　sind　von　reichen

Hofwaldern　von　Q～’ατ～‘3〃’y∫∫ノ1α（プbZ～α，α’ひ4）孟。〃～θr～αブ妙。ノ～ゴごα，　Z診Zゐ。ηα　58rrα如，　um

gegen　den　Wlntermonsun　zu　schUtzen（110m江NN，　Prafektur　Tochigi）．
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Fig。23　高根沢町吹上のシラカシ，ケヤキ，モウソウチクをもった屋敷林。

Hofwald　mlt　Q～‘θr‘郡ノノ姻r5魏α4b♂如，　Z4肋ηα5θ7γα彦α，卿LツZ♂05彦α‘1zツ5／z8砂弓oo31‘Zαf．

ノ）～4ムθ568／z5玉n　Fukiage，　Takanezawa－mach三，王）r夏fektur　Tochig三．

ている。ツクバネガシ，アラカシ，ウラジロガシのカシ類を主としたこの林分は，ツクバネガシ

ーシラカシ群集の北限域の群落と考えられる。ヒサカキ，アオキ，ヤブツバキなどの常緑広葉樹

低木と，ベニシダ，テイカカズラ，ジャノヒゲ，

種数は27種ときわめて少ない。

コカンスゲなどの常緑植物で区：分される。出現

　4）　イヌブナーモミ群落

　　　Fασω8ゴ⑳oπεcα一ノ16εθ8冠r7πα卿Geselischaft（T3b．18）

　茨城県金砂郷村西金砂山の海抜380m付近には，林床にコカンスゲが被度3～4と生育し，モ

ミ，イヌブナ，ウラジロガシが高木第1層に生育する林分が調査された。キヅタ，ウチダシミヤ

マシキミ，イヌガヤ，ユズリハ，ミヤマイタチシダなどにより区分され，イヌブナーモミ群落に

まとめられた。

　イヌブナーモミ群落は，北斜面ではスズタケ，メグスリノキ，タカノツメなどの夏緑広葉樹に

より区分されるスズタケ下位群落と，特別な区分種をもたない典型下位群落に区分される。スズ

タケ下位群落は北斜面の傾斜20～30度の日射時間が少く，比較的湿潤な立地に発達している。典

型下位群落は陽当たりの良い南斜面にみられる。北斜面では気温も低く，モミ林域では，ブナク

ラスの構成種である夏緑広葉樹類が下降するものと考えられる。

　イヌブナーモミ群落が分布する西金砂山は，古生層を主体とする八溝山地のはずれに位置する。
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関東ロームの洪積台地や沖積地と異なり，低山地にはスダジイが優即するヤブコウジースダジィ

群集が発達している。内陸地では南金砂山のように，海抜380m付近より，イヌブナーモミ群落

の発達がみられる。

　イヌブナーモミ群落は，シキミ，サカキ，ミヤマシキミ，アカガシ，ウラジロガシなどのアカ

ガシーシラカシ群団の標徴種および区分種を群落構成種としてシキミーモミ群集に含められる。

イヌブナーモミ群落は，高木層に，夏緑広葉樹を多くもっていることにより林内にさしこむ碍射

量が大きく，出現種数も44～56種ときわめて多い。

　5）　クヌギーコナラ群集

　　Q疑ercetu凱acut三ssimo・serraもae　M1yawaki1967（饗ab．20）

　宇都宮周辺の洪積台地上，あるいは丘陵地下部に生育するコナラの雑木林は薪炭材やシイタケ

栽培の原木用に利用され，！5～20年周期の伐採によって維持，管理されてきた代償植生である。

高木層は8～14mで70～90％の植被率を占め，萌芽形態のコナラが優議する。他にもクヌギ，エ

ゴノキ，カスミザクラ，クリなどが混生し，いずれも萌芽形態を示している。高木第2層の発達

のみられる植分は30～35％の植被率を占め，高木第1層のコナラ，エゴノキの若木やアォハダ，

’纏灘r

難．

馨繋．

灘
騨難
灘雛

　　　　ち蔑1
、議織盛勲 ㍗．

Fig．24　関東平野では，台地斜面の大部分はクヌギーコナラ群集の雑木林に利用され，

　　　落葉や下草が水田や畑地の堆肥に利用されてきた（栃木県塩谷郡高根沢町）。

　Winteraspekt　der　Lan（lschaft　wie　in　Fig．23　mit　dem　Sekundまrwald　des　Q　u　e　r　c　etum

　　　myrsinaefoliaeam　Hang　und　Reisfelder三n　tieferen　Lagen

　　　（Takanezawa－machi，60m荘．　NN，　Pr証ektur　Tochigi）．
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ウワミズザクラ，ハリギリなどが生育している。低木層は20～50％の植被率が一般的であるが，

高根沢町にある本田技研㈱栃木センター敷地内ではヤマツツジが優籍するため，植被率は65～80

％と高くなっている。低木層に常在度の高い種にはサワフタギ，ヤマウルシ，ヤマツツジ，ガマ

ズミ，ナツハゼ，カマツカなど関東地方一円のコナラ林に共通する種群がみられる。低木層にヤ

マツツジの優占する植分をのぞいた他の植分では草本層の出現種数が40～50種ときわめて多く，

植被率も40～80％を占めている。常在度の高い種はイヌシデーコナラ群団，ノイバラクラス，ス

スキクラスの種群でとくにススキクラスの種の豊富さは熊本周辺，埼玉周辺のクヌギーコナラ群

集がヨモギクラスの種を多く有するのに対し，対照的である。これは立地の富養度と人為的干渉

の程度が下生え植物の生育に影響していると考えられる。：草本層には主にミツバツチグリ，クサ

ボケ，リンドウ，ホソバヒカゲスゲ，ツリガネニンジン，チゴユリ，アキノキリンソウ，サルト

リイバラ，シラヤマギク，ノガリヤスなどが生育している。これらの植分はホソバヒカゲスゲ，

ミツバツチグリ，ヤマノイモ，トコロ，ニシキギなどを標徴種および区：分種としてクヌギーコナ

ラ群集にまとめられた。

　クヌギーコナラ群集は関東地方以西のシラカシ群集域に代償植生として分布している。調査地

域では宇都宮市，佐野市，益子町，高根沢町の海抜60～135mの低地から植生調査資料が得られ

ている。生育地は平坦地が多く，土壌は関東ロームを基質としている。植分はスギ，ヒノキの植

Fig．25　クヌギーコナラ群集林口相観（芳賀郡益子町小田毛。海抜100m）。

　　　　InnerePhyslognomiedes　Quercetum　myrsinaefoliae
　　　　　（Odage　100m　a．　NN，　Mashiko－machi，　Prafektur　Tochigi）．
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林，耕作畑に隣接していることが多く，宇都宮周辺の田園景観の重要な構成要素となっている。

　宇都宮周辺のクヌギーコナラ群集はさらにケヤキ亜群集とレンゲツツジ亜群集に下位区分され

ている。ケヤキ亜群集はナワシロイチゴ，オトコエシ，ケヤキ，クヌギで識別され，沖積低地の

やや高い立地，丘陵下部，洪積台地上の凹状地などに生育している。佐野市奈良渕町の植分は湿

性立地でクヌギーハンノキ群集に隣接しているのが確認された。レンゲツツジ亜群集は洪積台地

上の乾燥した平坦地に生育がみられた。低木層にヤマツツジの優占することが多く，草本層の発

達はあまり良くない。

　6）　クリーコナラ群集

　　　Casta獄eo・Quercetu凱serratae　Okutomi，TsujieもKo｛laiτa1976（Tab．20）

　洪積台地や丘陵下部の関東ロームの厚く堆積した低地にクヌギーコナラ群集が分布するのに対

し，宇都宮西部の多気山，北部の笠松山，二部の鶏足山塊などの山地，丘陵にはクリーコナラ群

集が分布する。宇都宮市新里町，下荒張町，栃木市大平山，益子町高館山，福岡町松沢で調査さ

れた植分は高木第1層が13～17mで80～90％の三七率を占め，優旧するコナラのほかアカシデ，

エゴノキ，カスミザクラなどが萌芽状態で混生している。高木第2層は7～8mの高さで30～40

％の植被率を占め，リ。ウブ，ネジキ，ウラジロノキ，ヤマウルシ，アオハダ，ヤマボウシ，モ

ミ，コナラ，エゴノキなどコナラーミズナラオーダーの種群が生育している。低木層には25～35

種の夏：緑広葉樹が出現し，常在度の高い種にはウリカエデ，ツノハシバミ，ミヤマガマズミ，オ

トコヨウゾメ，コゴメウツギ，ナツハゼなどがみられる。草本層は30～70％の植被率でイネ科型

林床の相観を示し，ヶスゲ，モエギスゲ，ヒカゲスゲ，ヒメカンスゲ，タガネソウなど単子葉植

物の生育がきわだっている。草本層は他にはシラヤマギク，ハリガネワラビ，アキノキリンソウ，

タチドコロ，チゴユリ，ヤマジノホトトギス，イチヤクソウなどの常在度が高い。これらの植分

はウリカエデ，リョウブ，ネジキ，アカシデ，コアジサイ，コウヤボウキ，ナガバノコウヤボウ

キ，オクモミジバグマ，オオカモメヅルなどを標微種および区分種としてクリーコナラ群集にま

とめられている。

　調査地域のクリーコナラ群集はシキミーモミ群集とモミーイヌブナ群落を潜在自然植生とする

領域に代償植生として分布している。植分はなだらかな傾斜地に生育し，土壌は火山灰基質であ

るがローム層の厚さはうすく，下層に八溝層群の砂岩や粘板岩が堆積している。

　7）　アカマツ植林

　　　Pjπω8　（」θπ8εf∫orα・Forst（Tab．21）

　宇都宮周辺で洪積台地上や斜面に植林されるのはスギ，ヒノキが普通である。アカマツの植林

は八溝山地では広く行なわれているが洪積台地にも小面積でみられることがある。宇都宮市福岡

町，真岡市長田，芳賀郡芳賀町で植生調査されたアカマツ植林は高木層が7～16m，植被率が60
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80％を占め，植栽されたアカマツが優占している。宇都宮市と芳賀郡で調査されたアカマツ林で

は管理が施されていないため，二次的に侵入した木本植物が植被率60～80％で高木第2層を形成

している。構成種はコナラ，カスミザクラ，エゴノキ，ミズキ，クリなどイヌシデーコナラ群団

の種で占められている。低木層にはサワフタギ，ガマズミ，ヤマウグイスカグラ，ヤマツツジ，

ムラサキシキブ，ツルウメモドキなどが15～40％の植被率で生育している。草本層は30～75％の

霜被率を占め，樹冠が疎であるため林床への光の透過性が良く，草原生の植物も多く生育してい

る。常在度の高い種にはコウヤボウキ，サルトリイバラ，ヘクソカズラ，ヒメヤブラン，シラヤ

マギク，アキノキリンソウ，オオバノトンボソウ，ススキ，ワラビ，オカトラノオ，オケラ，ゼ

ンマイ，ハリガネワラビなどがある。

　アカマツは有用樹木の中ではスギ，ヒノキに較べて利用価値が低く，スギ，ヒノキの植栽に不

適な尾根状の乾燥した浅土地に植栽される。調査地域のアカマツ植林の多くは適潤な関東ローム

土壌上に植栽されており，下草刈りなどの管理を定期的に行なわれなければ，二次的に侵入した

クヌギーコナラ群集やクリーコナラ群集の構成種群との種闘競争に負けてしまうと考えられる。

アカマツ植林内には他の植林にくらべて潜在自然植生の常緑植物の割合いが低いが，林冠があい

て陽光がはいり乾燥しやすく，また草原生の種の繁茂により生長がおさえられることが一因とな

っている。

〔2〕植 生 図

1．　構内の植生図

A．熊本製作所構内

　D　現存植生図

　本田技研工業㈱熊本製作所は，阿蘇山より伸びた火山灰台地土に位置している。製作所構内の

大部分には耕作地が広がっている。

　森林植生は，製作所北東部に位置するタブノキ，クスノキ，アラカシを主とする常緑広葉樹の

疎林，クヌギーコナラ群集（p．29）にまとめられるコナラの二次林，ハゼーカラスザンショウ群

落などが点在している。南東部と北西部には，凡例のスギ植林で示されているスギ，ヒノキ植林

が比較的まとまった面積でみられる。とくに南東部のヒノキ植林は潜在自然植生構成種の常緑広

葉樹がよく復元し，多層構造を示している（p．32）。その他クヌギ植林，クロマツ植林も一部み

られるが，林床は刈り取りによりチガヤ，ススキの草原になっている（Tab．25，26）。クヌギ植

林は，かつてシイタケ栽培のほだ材として利用するため植林されたものと考えられる。現在下草

刈りなどの人為的管理が一時的に停止したため，本来林縁に生育するマント群落の構成種である

ノイバラクラスの種が多く出現し，下草刈りによって持続して生育していたススキ，ネザサを主
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．22クロマツ植林
　　　　　　　　　　　　　　　　　P’πz‘∫訪z〃めθ19∫f－Forst

NL　d．　Aufn．調査番号＝Ku　16，　Datum　d．　Aufn．調査年月日：8．　Mai，1979，

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：5m，90％，

H6he　u．　Deckung　d．　K：rautschicht草本層の高さおよび植被率：1m，100％，

Gr68e　d．　Probe飴che調査面積：80m2，　Artenzahl出現紙数：14種

Gepflanzte　Baum－Art；　　　　　　　　　　　　　麹駐栽樹種

　乃腕π∫疏〃拍8磐∫∫　　　　　　　　　　　　　　　　クロマツ

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　1＞ノ4》6昭如の11耳玉ゴ‘8var．々08加9ガ　　　　　　　　チガヤ

　50々dαgoα屠∬ゴノ〃α　　　　　　　　　　　　　　　　セイタカアワダチソウ

　ル8漉ノゴπ5‘”z漉”5va「・ノ”8”冨　　　　　　　　　　　　　ヘクソカズラ

　Z刀読gqルノ「αが甜40彦∫刀謡。厚α　　　　　　　　　　　コマツナギ

　E厚98ノηノ～侃π召融ノZ認∫　　　　　　　　　　　　　　ヒメムカシヨモギ

　M∫∫cα雇1濯∫5加8ノ～∫f∫　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　Z）6∫〃砂4～κノμo卿如1Z♂r〃〃　　　　　　　　　　　　ヌスビトハギ

　R1π‘5ゴα・びαη∫Cα　　　　　　　　　　　　　　　　ヌルデ

　∠駈勿規ガ∫∫σか層∫πσψ5　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨモギ

　Rz4玩ααたαπ8　　　　　　　　　　　　　　　　　アカネ

　Ro5αη遅‘髭功b14ζz　　　　　　　　　　　　　　　　　ノイバラ

　5‘躍♂α　5ゼ刀θノZ5ガ5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツノレボ

　ムα6甜。αカz漉。αvar．　Zα6腕ぬ如　　　　　　　　　　　　アキノノゲ’シ

調査地Fundort：Hon（la　Firma，　Kumamoto　Fabrik熊本製f乍所，

S

K
K
K
K
K
K
K
K
王く：

K
K
K
K

5・5

5・5

2。2

1・2

十・2

十・2

十・2

十

十

十

十

十

十

十

とするススキクラスの構成種と共存している。その他アカメガシワ，ミヤマウコギ，ヌルデ，ゴ

ンズイなど陽地生低木が復元している。クロマツ植林の林床は草原化し，チガヤを優占種として，

セイタカアワダチソウ，ヘクソカズラ，ヒメムカシヨモギなど雑多な草本植物が混生している。

　四穴ノ迫南部には！0mの群落高でマダケ群落が広がっており，二品にはナナメノキ，チャノキ，

ヒサカキ，アラカシなどの常緑広葉樹低木や，キヅタ，ヤブラン，ヤブコウジ，ビナンカズラ，

テイカカズラ，ベニシダなどの常緑植物の生育が多くみられる。隣接してメダケ群落が広がって

いるが，樹高6mで密生し，ナラガシワ，ゴンズイ，ハゼ，ネムノキ，イヌザンショウ，アカメ

ガシワ，クリなどの夏緑広葉樹が多い。常緑広葉樹はピサカキ，ベニシダなどごくわずかしか復

元していない。人為的影響が急に加わった際には，植物群落内のバランスがくずれ，つる植物で

おおわれる。字面ノ迫のヒノキ植林に接し，クズ群落がみられる。クズ群落はクズ，ツルウメモ

ドキ，スイカズラ，ヘクソカズラなどのつる植物が混生している。わずかにヌカキビ，ネムノキ，

セイタカアワダチソウ，ヒメスイパ，ススキなどが個体数は少ないが混生している。熊本製作所

南東部では，ススキ群落やチガヤ群落の草原が広がっている。ススキ群落は，耕作放棄後3～5

年で，ススキが優占するだけで，ススキクラスの種類は少ない。チガヤ群落には比較的，ススキ

草原の構成種が生育し，出現種数8～！7種と多くなっている（Tab，25，26）。

　字穴ノ迫付近がはセイタカアワダチソウ群落も一部みられる。製作所構内建設物設置地域には
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Tab．23クヌギ植林
　Q～ぐ0／W∫αα‘々∬ご’ノ～α一Forst

Nr．　d．　Aufn．調査番号：Ku－8，　Datum　d．　Aufn．調査年月ED　8，．Mai　1979，

Exposition　und　Neigung方．位および傾斜：S4。，　Gr6Be　d，　ProbeHache調査1酊積：80m2，

H6he　u．　Deckung　d．　Baumschicht高木層の高さおよび植被率：7m，85％，

H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：2m，20％，

H6he　u．　Deckung　d．　Krautschicht草本層の高さおよび植被率：1m，90％，　Artenzahl出現回数：33種

GepHanzte　Baum－Art：

Qz4θrα6∫αα‘琵∬ゴノπα

Artend．Rosetea　multiflorae：

植栽樹種

　クヌギ

ノイバラクラスの種

　ノイバラ

B
S

Ro∫αη耀Z彦吻ノ’α

　Loπ∫ごθプαノ砂。πガ。α

　Rz‘ろ～’∫ραz〃3α彦～45

　Dガ0∫ω1¶8αブ妙0／Zピ6α

　島86あノゴα∫0απ6あη∫var．ノノZα∫アー〔ヲご

　Aノノψθz9カ5∫∫ゐノ舗8τψ8漉〃zα冨α’α

　Ro5α測記1ZZ〃一αガαηα

　A々8ゐぬgz‘加α孟α

Artend．Miscanthetea　sinensis：

　スイカズラ

　ナガバモミジイチゴ

　ヤマノイモ

　ヘクソカスフ

　ノブドウ

　テリハノイバラ

　アケビ

ススキクラスの．種

　ハ4乞∫（7απ彦1zz‘5∫かz8／z∫ゴ∫

　銑ど・うZα∫’Z6∫4’5孟娩μ5　var．　gZα伽一

　C加一8ユ）Z8μ606乃Zo，一α

　五6砂8漉辮がZo∫α

　Eごoo∫Z砂z孟∫ご。’κZ施’・

　Pbオθπ認♂αノ）一6ごy／zガαノzα

　丘βノーお漉π’α♂α

Sonstige　Arten：

　蜘μo’㍑5煙。〃ガα‘5

∠4‘αノz彦1～．砂απα露ρ層～cん040／z

5〃zゴzα灘ビん∫πα

Rんz45ブαηαπ∫ごα

Ez‘∫‘砂屠5ブ砂。／zゼ6α

Ez‘伽ツ〃呂z‘5α磁z‘5　var．‘ψ’6ノーπ∫f．0）伽‘・鹿職’α

エ）θ5〃zo‘Z∫z‘〃多。∬塑んツ〃z‘〃’

楡」ガ〃～θ1ゴ5ツ。〃z6／zα

αノ’∫’z槻sp．

ω置’∫5∫ノZ6ノ～廊vaLノ砂・〃1・・α

50々磁goα」彦∠∬’〃’α

τ／ゴ。♂αsp．

窟εo’ノ’απ訪z‘∫ノ砂。πfα45

・49ノ’∫’π0／Z∫α忽0厩0α

＆∫μα5∫π8η∫ゴ∫

Gα岬α2z乞z〃πオ1zz〃zうα9認

7ヲ18z妙’θノー∫∫α6〃π〃～ζz孟α

　ススキ

　ネザサ

　アオスゲ

　ネコハギ

　アプラススキ

　ミツバツチグリ

　ニガナ

その他の種

　アカメガシワ

ミヤマウコギ

サルトリイバラ

ヌルデ

ゴンズイ

コマユミ

ヌスビトハギ

ヨメナ

アザミ属の．…種

エノキ

セイタカアワダチソウ

スミレ属の一・種

ヒキオコシ

キンミズヒキ

ツルポ

ゲンノショウコ

ホシダ

5。4

1。2

S　　1・2

K　　！・2

K　　1・2

K　　1・2

S　　1・2

K　　十・2

K　　　十

K　　　十

K　　　十

K　　4・4

K　　3・3

K　　十・2

K　　一ト・2

K　　十。2

K　　十・2

K　　十・2

S

K
S

S

S

S

S

K
K
K
K
K
j
K
K
K
K
K

1・2

十

1・1

1・1

十

十

十

1・！

1・2

十。2

÷

十

十

十

十

2・2
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．24クズ群落
　　　　　　　　　　　　　　乃擢’・αノゴα♂o∂α’α一Gesellschaft

Nr．　d．　Aufn．調査番号：Ku－3，　Gr6Be　d．　ProbeHache調査面積：！00m2，

H6he　u．　Deckung　d．　Vegetation植生高および植被率：1m，100％，　Artenzah1出現種数112種

Trennarten　d。　Gesellschaft：

　PZ昭1一αノーガαZOみα‘α

　C8Zα5’η‘∫oノカ～α4‘漉‘5

　ゐ。πガ‘θrαブ妙。π∫‘α

　凸8461一’α∫6απ話θノZ5　var．ノπ厩プ8’

　Ro5α槻漉躯orα

Begle玉ter＝　　　　随伴種
　姦ノz∫α〃ノzろか∫～必♂6α友‘〃凄

　AZゐ癖αノz‘妨ノ’ガ∬〃z

　80Zゴ4α9’oαZψガ∬ガ〃κ乙

　R㍑〃躍必αC8彦05θZZα

　M∫5cαπ孟1躍55ノノzε〃∫’∫

　乙α‘診～‘αzカz漉ごα

　5認αプノα9♂α耀α

群落区分種

　クズ

　ツルウメモドキ

　スイカズラ

　ヘクソカズラ

　ノイバラ

ヌカキビ

ネムノキ

セイタカアワダチソウ

ヒメスイバ

ススキ

アキノノゲシ

キンエノコロ

5・5

÷

÷・2

十

十

Lage　d．　Aufn．調査地：Honda　Firma　Fabrik，　Kumamoto熊本製作所構内

Datum　d．　Aufn．調査年月臼：8．Mai　19791979年5月8日．

Nr．　d．　Aufn．：

Gr6Be〔L　Probeblache（n12）：

H6he　d．　Vegetat玉on（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）＝

Artenzahl：

Tab．25ススキ群落
ハ4∫5‘α7z〃酬55ごノz8／z∫ガ∫一Gesellshaft

　　　　　　　調査番号（Ku）
　　　　　　　調査面積
　　　　　　　植　　生　　高

　　　　　　　植　被　率
　　　　　　　出　現　種i数

5

12

　2

100

　5

Trennarten　d。　Gesellschaft：　　　　　　　　　　群落区分種

　ハ石5cα厩1沼55∫ηωz∫∫∫　　　　　　　　　　　　　　ススキ　　　　　　　　　　　　　　　5・5

　Lθψ84薦αρ吻∫α　　　　　　　　　　　　　　　ネコハギ　　　　　　　　　　　　　1。2

　1（z‘〃〃肥’一〇ηぬ諾1・ぬ如　　　　　　　　　　　　　ヤハズソウ　　　　　　　　　　　　十

Begleiter＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　Gα♂♂z〃‘メ》ogo／zαノz‘1z〃μ　　　　　　　　　　　　　ヤマムグラ　　　　　　　　　　　　　！・2

　ん≠θ〃3∫5如ρr加Cθカ∫　　　　　　　　　　　　　ヨモギ　　　　　　　　　　　　　　十

Lage　d．　Aufn．調査地＝Honda　Firma　Fabrik，　Kumamoto熊本製作所構内

Datum　d．　Aufn．調査年月日：8．　Mai　19791979年5月8臼．

広くシバ群落がみられる（Tab。28）。シバ，アリノトウグサ，ススキを構成種として，定期的に

刈られている。

　敷地周辺では，常緑広葉樹のヤマモモ，クス，シラカシなどをコウライシバと組み合わせ植栽

した地域，ツツジほか園芸植物を主体としてコウライシバと植栽した地域，ヒイラギモクセイと

コウライシバの植栽地，ウバメガシとコウライシバの植栽地，低木（ツツジ，シャリンバイ）の

植栽地があり，色別し，示されている。畑地ではカラスビシャクーニシキソウ群集，デントコー
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Laufende　Nr．＝

Nr．　d．　Aufnahme：

　　　　　　Tab．26チガヤ群落
1｝ノψ81噌αオαごyカzみかぐαvar．ん08／z∫99話Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　通　し　番　号

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調　査　番　号

Gr6Be　d．　Probe鎌che（m2）：

薮6he　d．　Vegetation（cm）：

Deckung　d。　Vegetation（％）：

Artenzahl：

調

寄

植

出

査　一

生

被

現　種

積

高

率

数

　1

Ku
　1

12

50

90

17

　2

Ku
　2

40

80

95

　8

Trennarten　d．　Gesellscllaft；　　　　　　　　　　　群落区分種

　1｝～ψ878鷹α砂Z∫配力』∫oαvar．た。θ癖9∫∫　　　　　　　　チガヤ

　孟2マ〃ZO蒙ノ～8JJα　hカプ‘z　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　タ“シ／ミ

　　Cα7で露π81・”鷹α　　　　　　　　　　　　　　　　　　シバスゲ

　2～4乞5cαノ躍乃z6∫　5ル～6／z寵5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ススキ

　L8ψαた辮ρ∫♂05α　　　　　　　　　　　　　　　ネコハギ

　L6ψ8漉£αα〃Z8α如　　　　　　　　　　　　　　　メドハギ

　五5∫α’αg81’認。’漉s　var．　oη‘z蝕∫　　　　　　　　　　ノコンギク

Begle亙ter＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随伴種

　・4惣〃厩αρ1’加‘ψ∫　　　　　　　　　　　ヨモギ

　姦8漉がα5cαノz磁1z∫var．〃’α力哲　　　　　　　　　ヘクソカズラ

　∠）θ5ノπ04々〃μ0増）んJl♂々〃μ　　　　　　　　　　　　ヌスビトハギ

AuBerdem　je　einmal　in　Lfd．　Nr．1：qy～zo4侃ぬ。りη弓。πギョウギシバ2。2，

　　ケツメイ2・3，　Loπ～oβノuノ砂。〃此α．スイカズラ十・2，

　απg駕∫酵わZ忽ヤハズノエソドウ　十，Ro∫σ〃耀勘魂b1’α　ノイバラ

　　ダチソウ十，（か記050ノ’～．∬αcμ〃z加砿μ∫オシダ

　侃πα盈ηz5おヒメムカシヨモギ2・2．

Lage　d．　Aufn．調査地：Honda　Firma　Fabrik，　Kumamoto熊本製．作所構内．

Datum　d．　Aufn．調査年月｝≡i：8．　Mai　19791979年5月8El．

5・4

3・3

十・2

2・2

　十

1・2

　十

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　翫∬～αノzo〃，αノ〃o

CO〃〃〃〃ノZαCO〃〃ノ配‘漉5ツユクサ十，

　十

　十

十・2

5・5

十・2

　●

■

o

●

十

　　　十

　　　十

　　　÷

カワラ
γ～‘ノ～α．

　　　　　　　　　　　十，50々磁goα観∬カノ雄セイタカアワ

十，in　2：ゐαo彦～’oα∫π漉。αアキノノゲシ2・2，　Eがg6ノ’oπ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．27　セイタカアワダチソウ群落

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50Z磁zgoα漉∬∫ノ〃．α一Geselischaft

Feld．一Nr．調査番号：Ku－14，　Gr6Be　d．　PτobeHache調i査面積：8m2，　H6he廿．　Meer海抜高度：60m，

Neigung傾斜：L，　H6he〔1．　Vegetation植生高：200cm，　Deckung　d．　Vegetatior1植被率：85％，

Artenzahl出現隻数：8．

Trennart　d．　Gesellschaft：

　50Z漁goαz彦お∫癖α

Sonstige　Arten：

Ro∫α0η0θガ

Rんπ∫ブα斑7z加

R諺4ろ∫αα加ノz6

％θ6あ1ゼα　∫6απ如π5　vaτ．〃Zαカ・θ∫

Rz4〃昭zα68’03α

Eア’∫98ノ』・ηαノ襯4～‘∫

M∫5ごαノzオんz∬5かz8ノ～∫f∫

群落区分種

　セイタカアワダチソウ

その他の種

　ヤブイバラ

　　ヌルデ

　アカネ

　ヘクソカズラ

　スイバ

　　ヒメジョオン

　ススキ

5。4

2・2

1・2

　十

　十

　÷

　十

十・2

Datum　d．　Aufn．調査年月日＝4，　Mai　19791979年5月4日，　Lage調査地＝Kumamoto－Fabril｛熊本製作所．
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Laufende　Nr．：

Nr．　d．　Aufnahme：

Gr6Be（玉．　Probeflache（皿2）：

Hδhe　d．　Vegetatio頁（m）：

Deckung　d．　Vegetation（％）：

ArtenzahL

Tab、28　シ　バ　群　落
Zの，∫’αブ‘ψoπ～fα一Gesellschaft

　　　　　　　通　し　番

　　　　　　　調査　番

　　　　　　　調査｛薗
　　　　　　　植　　生

　　　　　　　植　　被

　　　　　　　出　現　種

号・

号（Ku）

積

高

率

数

Trennarten　d．　Gesellschaft：

　Zoツ5∫αブ砂。／3ゴ。α

　魚♂oノ瀦9∫∫漉αηπ〃～α

　ム4誌6αη孟1～z‘5∫加θノz5ご∫

Begleiter：

　Cα∬’απ0〃，α〃～d

　Rん：ylzo1LO5～α脚Jz冶’♂ゴ∫

　E／ug’ノリ5薦〃’zイz眈α己〃5

　迎αノ～’α90α5翅加

Datum　d．　Aufn。調査年月EI：8．　Mal！979．

　　　　　　　　　　　　　Tab．29

群落区分種

　シノミ

　アリノトウグサ

　ススキ

随伴種

　カワラケツメイ

　タンキリマメ

　ニワホコリ

　オオバコ

1

6

100

5

95

5

2

7

27

5

90

3

Lage　d．　Aufn，調査地：Honda　Firma　Fabrik，　Kumamoto熊本製作所構内

　　ヒロハウシノケグサ群落
琵∫’～κα8Zα蔀。ノ㌦Gesellschaft

5・4

3・3

十・2

！・2

十・2

　●

　●

5。5

0

●

●

0

2・2

十

Feld・Nr。調査番号：K：u－U，　Gr6Be　d．　Probe飴che調査面積：25m2，　H6he琶．　Meer海抜高度：210m，

H6he　d．　Vegetat玉on植塗1三高＝60cln，　Deckung　d．　Vegetation植被率＝9G％，　Artenzah1出現種数：4

Auslandisches　Gras：

　盈∫’～καθ♂α海Or

Begleiter：

　ゐα　ノノ～α二y5

　58‘αノ・∫α祝痒4ガ5

　乃4ygOπ’〃乃π0605Z4ノ〃

牧草播種

　ヒロハウシノケグサ

その他の種

　アントコーン

　ムラサキエノコロ

　オオイヌタデ

5・5

1・／

十・2

十・2

Datum　d．　Aufn．調俺年月日：4．　Mai　1979，　Lage調査地：Fabrik－K：umamoto熊頻《製作所．

ン畑ではメヒシバ群落（Tab．30），

29）がみられる。

牧草地ではカモガヤ群落やヒロハウシノヶグサ群落（Tab．

　2）　潜在自然植生図

　熊本製作所は阿蘇火山灰台地上に位置している。黒ボク土は台地上をおおい，他の本田技研工

業㈱の各製作所に比較し，土壌条件では恵まれた立地にある。しかし，冬季の気温は氷点下まで

下がり，その寒さは植物に対してマイナスの要因となる。しかし，周辺域にはイズセンリョウを

含むタブノキの優占林など，暖地生の植生も生育している。しかし潜在自然植生の大部分はシラ

カシ群落（ツクバネガシーシラカシ群集）として示されている。表層土がほとんどない地区では，
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．30メヒシバ群落
　　　　　　　　　　　　　　D19’孟‘〃プαα‘1∫‘召ノz4βη3－GeseUschaft

Feld．．Nr．調査番号：Ku　12，　Gr6Be　d．　ProbeHache調査面積：50m2，　H6he　U．　Meer海抜高度：2！0m，

Ne三gung傾斜：L，　Hδhe　d．　Krautschicht－1草本第11暦の高さ：200cm，　Deckung　d．　Krautscl〕icht一ユ

草本第1溜植被率：85％，Krautschicht－2草本第2層の高さ：20cm，　Deckung　d．　Krautschicht－2草本

第2層三二率：80％，Artenzah1出現回数：21

Trennarten　d。　Gese11schaft二

　D’9露αノ¶如αζた6β〃滅ヨノz5

　30πご1～z6∫α砂87・

　η3メ如z〃LZ‘∫2〃ゴノzα7ゴα

　Eノη9／ro並3ノ砂。〃～6α

　Ezψ1LO乃～αが8～κ♂oo12α〃βα郡5，cθ

　EZ8μ∫々～8カz♂～cα

　30π0んZ，∫oZ81一α‘8♂‘∫

　ハ％z盈5ρθノz’砂加〃α

　Acα♂塑1zααz撹7u々5

　鋤8ノ認5厩。ノ曾。ごかα

　Roノψαカz4f‘α

K【ユユturpユanz：

　z忽71Lαツ∫

Sonstige　Arten：

，Aηzα2・αノz訪z‘∫♂加’4z‘5

E厚96アηノzα〃Z耀5

E7ゼ987－oπcα2zα漉π∫’∫

Eプ∫9θノρoπ5z〃ノ磁ノー8π5お

丑プ’β漉∫～αρr’ηαψ5

漁泌∫汐〃離々‘5

▽㍑αα139κ∫彦ぴbたα

50♂αノzz‘〃θz∫9γ配ノ2z

OエαZ蕗‘oノブzfα‘Z砿α

群落区分種

　メヒシバ

　オニノゲシ

　コミカンソウ

　コゴメカーゼクサ

　ニシキソウ

　オヒシバ

　ノゲシ

　ザクロソウ

　エノキグサ

　カヤツリグサ

　イヌガラシ

耕1乍作物

　アントコーソ

その他の種

　イヌビユ

　ヒメジオン

　ヒメムカシヨモギ

　オオアレチノギク

　ヨモギ

　トキワハゼ

　ヤハズエンドウ

　イヌホオズキ

　カタバミ

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

Kl

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

K2

3・3

2・2

1・2

2・2

1・1

　十

2・2

十

十・2

十・2

十

5。5

2。3

2・2

1・2

十・2

十・2

1・2

十

1・1

十・2

Datum　d・Aufn・調査年月託i＝4・Mai　1979，　Lage調査地：Fabrik－Kumamoto熊本製作所．

表層土が復元された場合にシラカシ群落（ツクバネガシーシラカシ群集）の生育が可能である。

やや傾斜をもった地域はケヤキ群（ケヤキ亜群集），広いローム台地では典型群（典型亜群集）

として示される。

　調整池が堀られた地区は，降水による冠水が考えられ，ジャヤナギ群落（アカメヤナギージャ

ヤナギ群集）が潜在自然植生として示されている。

　3）立地図（植栽可能図）

　熊本製作所では，表層土の条件がきわめてよいため，環境保全林形成には，潜在自然植生の構

成種をそのまま植栽することが可能である。したがって，シラカシ群落典型群（ツクバネガシー

シラカシ群集典型亜群集）に対しては，シラカシ，ウラジロカシ，アラカシ，イチイガシ，アカ
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　Tab．3！　メ　ダケ　群落
1ゼθ∫oうZα∫甜∫∫∫〃’o／zゴ∫一Gesellschaft

Aufn，一Nr．調査番号：5，　H6he芭．　Meer海抜高度：玉50m，　Exposition　u．　Neigung方位および傾斜；L，

Gr6Be　d．　Probe鉱che調査面積：15m2，　H6he　Deckung　d．　Baumschicht高木層の高さおよび植被率：

6m，85％，　H6he　u．　Deckung　d．　S亡rauchschich亡．低木層の高さおよび植被率＝2m，3G％，　H6he　u．

Deckung　d．　Krautschicht華本層の高さおよび植被率10．6m，30％，　Artenzah1出現種数：32種．

Trennart　d．　Gesellschaft二

　πθfo∂如∫ψZ‘55’〃’0π∫f

Artend．Rosetea　multiflorae：
　Pぬ66泥7一ゼα5αηZ漉ノZ∫　var．〃～αか一θ∫

　施9αノuノπαπ診‘んz〃脅ガ。α

　5〃zμα必（7／z加α

　Loπ∫‘θノ『αブ妙。／zガαz

　α／π5’プ～，ぶ0ノ・房α4／π’～，5

Begle玉ter：

　《）♂〃マ’ご～459／α～’如

　α8ツ8／uブ砂。／z～cα

　ρ～♂8π～‘5αz～8〃召

　Ez‘∫‘妙1z∫5ブ妙。πゴごα

　Rんz♂55♂ピ‘τθぬノ～ピ¢

　五必癬αブ認ど6’ゴ∬～〃

E～磁α9／zz65　sp．

　∠）ノ㌃y砂如ゴ5ραc卵6α

　漁μo’κ5ノψo／z∫α‘∫

　α朋α〃zoノμz〃πごα〃ψ1z．oノ『α

　跳。砂ρご召1フ15ノ砂。ηガ。α

　ハ4～5ごαη’1zz‘∫∫加θノ～∫’∫

　％めρ‘θノ’ガ3‘0ノブで∫～α’～αvar．ごα飯廊

　丁んθらμ6’”5αα‘〃’f〃α’α

　05〃〃〃磁zブ砂。／zガ。α

　々yg‘0読πノ〃プ妙。ノ～記～〃〃

　磁ノー8工zθ〃‘α

Rη¶〃zβ～zo6ガ∬‘‘∫〃噌～α‘功～磁’α

Orlygμθノゴ∫θ’「：y〃～2’o∫0ノ’α

A疏ツノ’々〃ππψo／zfcz〃π

測zθ9砂洲θ1’∫∫（あα〃’5どηθ一μノη～α如

＆y〃ψZOCO5々‘‘∫4α

　V∫oZα9ノつψoc8’一α5

∠）θ∫〃zod∫τ〃πCωZぬ’♂‘〃，

Cα∫’αノzθα｛γθ～α彦α

Aプ’8〃廊∫αρz’∫π04》∫

群落区分種

　メダケ

ノイバラクラスの種

　ヘクソカズラ

　イヌザンショウ

　サノレトリイバラ

　スイカズラ

　ツルウメモドキ

その他の種

　アラカシ

　サカキ

　ナラガシワ

　ゴンズイ

　ハゼ

　ネムノキ

　グミ属の一種

　オオイタチシダ

　アカメガシワ

　クスノキ

　ハリガネワラビ

　ススキ

　ヒメワラビ

　ホシダ

　ゼンマイ

　カニクサ

　ナキリスゲ

　ナツツタ

ベニシタ

　イヌワラビ

　ゲジゲジシダ

　クロキ

　タチツボスミレ

　ミソナオシ

　クリ

　ヨモギ

B

S

S

S

K
K

S

S

S

S

S

S

S

K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K
K

5・4

十

十

十

十

十

　十

1・2

2・2

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

　十

1・2

1・2

　十

　十

十。2

1・2

十・2

　十

！・2

十

十

十・2

十

十

調査地Fundort：Bereich　des　Kumamoto－Fabrikgelandes負簑本製作所構内

調査年月日Datum　d．　Aufn，＝9．　Mai’79．
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　　　　　　　　　　　　　　　　Tab．32マダケ林
　　　　　　　　　　　　　　勘こy〃05’αごんツ5ゐζz〃zゐz‘50∫漉∫一Bestand

Aufn．一Nr．調査番号＝4，　Hδhe茸．　Meer海抜高度：180m，　Exposition　u，　Neigung方位および傾斜：L，

Gr6Be　d．　Probe飴che調査面積＝1001n2，　H6he　u．　Deckung　Baumschicht高木層の高さおよび植被率＝

！0m，95％，　H6he　u．　Deckung　d．　Strauchschicht低木層の高さおよび植被率：2m，5％，　H6he　u・

Deckung〔1．　Krautschicht草本層の高さおよび植被率：03m，70％，出堀種数Artenzahl：42種．

Gepflanzte　Baumart：

　PIZツZZo5‘αCん∠y3うα〃3ゐz‘50∫融5

Artend，　Camellietea　japonicae：
1’8濯clzカ～6／z5’∫

77z8α3日目～8π∫～5

Eπノ：yαブ・ψ・ノz磁

出ぬノ・αプん0ノノめ8α

　Q～‘81¶α‘∫9♂αzκα

　㍑ザ’（4♪βμα砂ρ1LツZ♂α

　Aア’読5fαブ妙。／zゴ6α

　の屠9ρ090ノ～01πσだ

　K乙ゐ〃』αブψoπゼ6α

　箔層αClz8♂0瑠ノブ脚ノみ盈αご1α〃ノ’var．カ～‘θ1ツ刀θ融侃

　D7》（～μ81－∫3の¢ゐア’050rα

Sonstige　Arten：

　（》砂60〃zθノ噛ガαプ砂。π∫‘α

植栽樹種

　マダケ

ヤブツバキクラスの．種

　ナナメノキ

　チャノキ

　ピサカキ

　キヅタ

　アラカシ

　ヤブラン

　ヤブコウジ

　ナガバジャノヒゲ

　ビナンカズラ

　テイカカズラ

　ベニシタ

その他の種

　スギ

B

助1～αノzαノ～’ゐβαψ81u

α燃5∫ノz6ノ～5’5　var。ノψ・〃。α

α5‘α刀8αご2・6πα’α

5η毎Zαぼ。んfノ～α

Rτθ漉ノー∫α　50αノZ漉ノ～∫　var。η～α～1・8～

Ro∫α7’銘‘髭切切¶α

D∫05601ぞαノ砂0π∫6α

Ez40πこy〃㍑45∫∫8δoZ謡ガαノ～’‘∫

Ez‘5ごψ痂∫ブ妙。π此α

翫0／zツη㍑‘5α」αオz‘∫var．‘ψ’8プμ∫

品9’α7ηノπαノz’61zz〃一かごα

（）μ6アーα己∫雄π田川

ハむZZ8読αブ妙。πガ6α

ゐ（ψんα疏8／wπ9ノ・αo’♂8

ω1でエzθ2z‘α

Z）65〃ZO4廊‘ノπCα㍑磁孟ビ‘ノμ

％2’〃zθ〃ocガ∬z‘5孟プ’α‘砂～ぬ’α

飾ツ〃～α妙‘05‘α‘ツαvar．α∫禰6α

C8♂α5孟1・，‘∫02・腕αピZα≠㍑∫

C励5’η8πz‘∫㍑ノ～ぬZαゆ伽∫var．ノ妙023ゼα‘∫

ゐoηゴ6θ㍑ブ砂o痂ごα

ムクノキ

エノキ

クリ

サルトリイバラ

ヘクソカズラ

ノイバラ

ヤマノイモ

マユミ

ゴソズイ

コマユミ

イヌザンショウ

カシワ

ナツフジ

ササクサ

ナキリスゲ

ミソナオシ

ナツツタ

ハエドクソウ

ツルウメモドキ

コチヂミザサ

スイカズラ

S

S

S

S

K
S

K
K
K
K
K
K

B

K
B
S

B
B
S

S

S

S

S

S

S

S

S

K
K
K
K
K
K
K
K
K

5・5

十・2

　十

十

十

4。3

十

十・2

十・2

十・2

十

1。2

十

2・2

　十

1・1

　十

　十

　十

　十

　十

1・1

　十

　÷

　十

　十

　十

十

　十

　十

　十

　÷

十。2

　十

十

十。2

十
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306μ2ゴ磁‘〃掃θ7”α’z〃π

R’‘∂～∬勿〃〃αψ～‘5var．‘砂妙ノZツ〃～‘乙

∠）6∫配。読z〃πo忽砂1り・Z々〃π

丑61Lツノーα漉1～6∫ノ如ノ瘤～

∫f曜卿〃～αぐ・7『4‘z孟α

（）～’βノ℃‘‘5αα厩∬～；’～α

∠）6∫配04々〃〃．〃～αノκZ∫1～．酬一記～‘〃～

フユノハナワラビ

モミジイチゴ

ヌスビトハギ

ヒナタイノコズチ

ドクダミ

クヌギ

ヤブ一振

K
K
K
K
K
K
K

十

十

十

十・2

十

十

十

調査地Fundort；Bereich　des　Iくumamo亡。－Fabrikgel護ndes熊本製作所構内

調査年月日Datum　d．　Aufn．：9，　Mai’79．

ガシなどの常緑カシ類は全て植栽可能である。クラスの標徴種であるタブノキ，スダジイは，他

のカシ類と混植密生させることにより生育可能である。純群落にならないよう混生密植すること

により冬季の寒冷にも耐えられるタブノキの苗木は，熊本で一曲，野外で耐えた苗木を地植えす

ることにより耐寒性を得ることができる。表層土がない地域では復元することが条件とされる。

斜面や，傾斜をもつ各環境保金林形成地はケヤキ，ムクノキ，タブノキ，シロダモなど，適湿生

夏緑広葉樹や液果をもつクスノキ科植物の生育が適している。

　調整池斜面下部は，ジャヤナギ群落（アカメヤナギージャヤナギ群集）が生育可能であり，ジ

ャヤナギ，アカメヤナギ，イヌコリヤナギ，ネコヤナギなどヤナギ類の植栽が可能とされる。池

底は，水が溜められることを考え，ウキヤガラーマコモ群集が生育可能である。ウキヤガラ，マ

コモ，ヨシ，カンガレイなど，冠水，乾燥に耐えられるヨシクラスの構成種が植栽可能である。

B．鈴鹿製作所構内

　1）　現存植生図

　鈴鹿製作所構内は，境界環境保全林形成地が，周辺部全域を囲むように，植栽可能地域を広く

おおっている。その他では，建物周囲に園芸種植栽地や，ツツジ類の植栽地が帯状にみられる。

駐車場や，テストコース，グラウンド周辺では，ススキ群落，チガヤ群落，シバやコウライシバ

群落，ヨモギ群落が空地の大部分を占めている。駐車場では，ニワホコリーカゼクサ群集で代表

される踏跡群落が，あるいはメヒシバーエノコログサ群落などが広い面積を占めている。グラウ

ンド周辺にはセイタカアワダチソウ群落もみられる。

　貯水池の周縁部は，オニウシノケグサ，シナダレスズメガや群落などの外来牧草吹きつけ地が

ある。プレス金型工場の南側には一部メリケンカルカヤ群落が発達している。

　2）　潜在自然植生図

　鈴鹿製作所は鈴鹿川の沖積地に位置しており，周辺の残存林よりミミズバイースダジイ群集が

潜在自然植生として発達していることが判定される（p，35）。しかし建物，通路などに利用され

ている地区が多く，ここでは表層土が復元された場合に生育可能なミミズバイースダジイ群集も
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判定された。

　周辺部の環境保全林創造地は表層土還元がよく行われており，ミミズバイースダジイ群集が潜

在自然植生と判定される。

　貯水池周辺は，傾斜地にはイノデータブノキ群集，雲底に近い斜面はタチヤナギ群集，湧水池

周辺はセリークサヨシ群集，滞水地はヨシ群落，冠水，乾燥がある立地ではウキヤガラーマコモ

群集が潜在自然植生として判定された。

　3）　立地図（植栽可能図）

　鈴鹿製作所構内はミミズバイースダジイ群集が植栽可能である。表層土が復元されている地域

については，スダジイ，タブノキ，クスノキ，アラカシ，ヒメユズリハ，イスノキ，ホルトノキ

が高木種として植栽可能である。さらに低木としては，シロダモ，ヤブツバキ，サカキ，シャリ

ンバイ，トベラ，マサキ，ウバメガシ，クチナシ，タイミンタチバナ，モチノキ，イズセンリョ

ウなど多くの種類があげられる。表層土がない場合は，表層土が復元された場合に植栽可能とし

て示されている。

　貯水池周辺は，イノデータブノキ群集，タチヤナギ群集が潜在自然植生と一致するが，池底は，

溜水地とそれ以外の土地でわずかに異なる程度で，植栽するには，潜在自然植生のヨシ群落，ウ

キヤガラーマコモ群集など同じヨシクラスの種であるヨシ，ウキヤガラ，マコモ，カンガレイな

どを植栽することが可能である。

C．栃木プルービンゲ・ゲラウンド構内

　D　現存植生図

　宇都宮市西部の真岡台地上は葉菜類，根菜類を生産する耕作畑，北関東の田園景観を特徴づけ

るクヌギ，コナラの薪炭林が広がっているが，㈱本田技術研究所がグルービング・グラウンドの

敷地に計画した高根沢町周辺には放棄された耕作地が広がり，ほかの台地上とは異なった植物群

落の配分パターンがみられた。グルービング・グラウンド構内には周辺域で一般的な畑雑草群落

のカラスビシャクーニシキソウ群集は生育せず，進行遷移途上の高茎の越年生草本植物群落のヒ

メムカシヨモギーオオアレチノギク群落，タケニグサ群落などが生育している。もっとも広く生

育しているのはヒメムカシヨモギ一瞥オアレチノギク群落で，草丈が1．5mほどになる帰化植物

のヒメムカシヨモギ，オオアレチノギク，ヒメジョオンなどムカシヨモギ属が優塾している。こ

の群落は畑放棄地や造成地など富栄養立地に出現する人里植物群落である。耕作が放棄されてか

ら時間経過の短い立地では高茎草本植物のヨモギ，アレチマツヨイなどが侵入しているが，ハハ

コグサ，コニシキソウ，カラスビシャク，スベリヒユ，クワクサなどシロザクラスの種類がまだ

多く生育しており，カラスビシャクーニシキソウ群集としてあっかわれている（Tab．33）。調査

対象地の北側は以前から牧草地に利用されており，カモガヤ，ホソムギ，オオアワガエリ，オニ
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　　　　　　　　　　　　　　Tab．34　カタパミーシバ群落
　　　　　　　　　　　0記α」∫∫coηz∫α4α’α一Zo：y5∫αブ砂。／z∫ごα一Gese11schaft

Feld・Nr．調査番号：TPG－2，　Gr6Be　d，　Probe鑑che調査面積175m2，　H6he廿．　Meer海抜高度：138m，

Neigung傾斜：L，　Hδhe　d．　Vegetation植生高5cm，　Deckung　d．　Vegetation植被率75％，

Artenzah1活現年数：14種．

Gep且anzte　Art＝　　　　　　　　　　　　　　　　植栽種

　Zo：y5彪ノψo／z～oα　　　　　　　　　　　　　　　　　　シバ　　　　　　　　　　　　　　　4・4

Artend．Miscanthetea　sinensis：　　　　ススキクラスの種
　Lo如5ω1γノz∫α’Zα魏5　var．ノ砂0π∫cz‘5　　　　　　　　ミヤコグサ　　　　　　　　　　　十

　翫Zoノ’α劇∫〃z如エη蹉1～α　　　　　　　　　　　　　　アリノトウグサ　　　　　　　　　十

　Z191η漉5‘Zα一越var，ノZ漉融・　　　　　　　　ヌカボ　　　　　　　　　＋

Sonstige　Arten：　　　　　　　　　　　　　　その他の種

　∫bααノ〃躍α　　　　　　　　　　　　　　　　　　スズメノカタビラ　　　　　　　十・2

　Z）忽如毎αゐ‘朗4θノ～∫　　　　　　　　　　メヒシバ　　　　　　　　＋・2
　0灘αZ∫∫ご。ノブがα‘Zαオα　　　　　　　　　　　　　　　 カタバミ　　　　　　　　　　　　十

　3α9加αノψ0加Cα　　　　　　　　　　　　　　ツメクサ　　　　　　　　　　　十

　E万98ハ〔脚αππ躍‘∫　　　　　　　　　　　　　　ヒメジョオン　　　　　　　　　十

　捌sん0♂魏毎。漉α忽　　　　　　　　　　　　　　　　ナギナタコウジュ　　　　　　　　牽

　E瑠61漉’郎痂げα6ヴb♂彪　　　　　　　　　　　　　ダンドボロギク　　　　　　　　十

　1）∫91∫α1ゴατノ勿如記8η∫　　　　　　　　　　　　　　アキメヒシバ　　　　　　　　　　十

　1万0∫60Z8α’0た0ノ・0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トコロ　　　　　　　　　　　　　　　　十

　Cゐθ〃ψo‘」’z〃μαZ∂κ1π　　　　　　　　　　　　シロザ　　　　　　　　　　　十

Datum（L　Aufn．調査年月日＝4．　April　1979，1979年4月4El．

Lage調査地：Takanezawa－1nachi，　Shioya－gun，　Pr説Tochigi栃木県塩谷郡高根沢町。

ウシノケグサ，シロツメクサなどが播種されている。草本群落は耕作地以外にも森林伐採跡地に

ススキ群落が生育していた。調査された植分の植生高は90cmで75％の植被率を占め，ススキの

ほかにヨモギ，アレチマツヨイ，ワレモコウ，チガヤなどが混生している。群落はツリガネニン

ジン，カナビキソウ，ナワシロイチゴ，クサボケなどで区分されている（Tab．33）。農道など踏

圧の多い立地では，よく陽のあたる乾燥した立地に短茎なカタバミーシバ群落の生育がみられた

（Tab．34）。伐採跡地にはつる植物のクズが優占するクズ群落の生育も旺盛で，適潤な火山灰土

壌がクズに適しているためと考えられる。ススキ群落にクズが侵入し，上層をクズがうっ閉する

と，遷移の繁殖の進行が遅くなり，クズが持続群落を形成するようになる。クズ群落はぼう軟な

土壌を指標するシラカシ群集域にとくに多くみられる植生である。

　森林植生は半自然植生のシラカシ群集，代償植生のクヌギーコナラ群集，スギ，ヒノキ，ニセ

アカシア，モウソウチク，マダケの人工林などが広がっている。面積的にもっとも広いのはクヌ

ギ，コナラの雑木林（クヌギーコナラ群集）で，薪炭林やシイタケ用の原木に利用されている。

林床の下草刈りが行なわれていないためか，草本層，低木層の発達した植分も多く，林内には潜

在自然植生の構成種であるシラカシの実生が多く観察された。半自然植生のシラカシ群集は農家

のまわりに屋敷林としてわずかにみられるにすぎない。また調査対象域で凹状地の滞水しゃすい
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Fig，26　台地斜面に残されているアラカシ小林分（常樹広葉樹）とクヌギーコナラ

　　　群集（落葉樹林）。台地斜而上部はスギ植林に，低地は水田に利用されてい

　　　る冬季景観（栃木県塩谷郡高根沢町。海抜10～34m）。

Am　Hang　des　Plateaus　er1｝altene　immergrUne　Q”βノ珈∫〃り戸ノw～〃α4b〃α（vorne）und　fragme．

ntarischessommergr苞nesQuercetuIn　myrsinaefoliae；aufdemRuc1くenwachst
ein　C1一砂如〃～6”～6z々ρoノ～～ごα一Fors亡und　in　nle（1rlge　Flachland　Relsξelder（Taka誼ezawa－m託〔chi，

10～34m　U．　NN，　Prafektur　Tochlgi）．

立地に小面積ではあるがハンノキの優占する林分がみられた。入工林はスギとニセアカシアの植

林が多く，調査地北部にみられたニセアカシア林の林床は富栄養化しているためか，好悪素性の

路傍性の植物が多く侵入していた。

2．　地域の潜在自然植生図

A．熊本地区潜在自然植生図

　熊本地区は東に阿蘇の外輪山（海抜800～900m）の山々が位置し，西に熊本平野を臨み，中央部

に海抜100～！70mの台地が広がった地域である。台地，丘陵地は，阿蘇外輪山から流れ出した白

川，合志川，峠川，矢鯉川，菊池川によって削られ，河川流域には，狭い沖積地が広がっている。

　台地上は陸稲やさといもをはじめとする根菜類などの耕作地が広い面積でみられる。阿蘇外輪

山から流れ出る水の供給が豊かであること，阿蘇火山灰が厚く堆積した保水力のよい黒ボク土で
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あることなどが植物栢の生育を良くしているが，現存植生は長い間の人間の影響により変えられ

て，自然植生はきおめて少ない。わずかながら自然林に近い種組成をもつ常緑広葉樹の若齢林が

みられる。残存林分，地形，土壌より潜在自然植生を把握すると，大津町の台地上，旭志村南部

台地上では，シラカシ，ウラジロガシが生育良好なシラカシ群落が発達すると考えられる。ここ

では一応シラカシ群落として，関東地方から中国地方や四国地方内陸部に発達するシラカシ群集

と区：別される。藤原（！981）のツクバネガシーシラカシ群集に相当する。菊陽町西部の台地上は，

　　　Fig．27竜田自然公園に残されているイチイガシ（熊本市）。

Im　Naturpark　Tatta　erlユaltene　Q～’61℃～‘∫g1んα（in　der　Stadt　Kumamoto　60m荘．　NN）．
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さらに気温的には恵まれ温暖であり，ヤブコウジースダジイ群集が潜在自然植生と判定された。

沖積地はイノデータブノキ群集，さらに低い沖積低地はジャヤナギ群落（ジャヤナギーアカメヤ

ナギ群集：奥田1982），台地斜面や丘陵地および山地下部はオ海霧グマーコジイ群落が発達する。

菊陽町小山山，高山，御船塚山ではルリミノキーイチイガシ群集の林分がわずかに残されており，

潜在自然植生も一致していると考えられる。

繋懇墜癒翫難鍵

購

　　　　　．霧

　　　　輪

難懸

懲．

．li憶鯉舞
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　Fig．28　ミミズバイースダジイ群集イチイガシ亜群集（熊本市竜田自然公園）。

Bestandder　Subass．　von　Quercus　gilva　des　Symploco　glaucae－

Castan◎psietum　sieboldii（imNaturparkTatta，60m肱NN，StadtKumamoto）．
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　山地帯ではスギ，ヒノキ植林，ススキ草原などが広がっているが，北向山のアカガシ林，菊池

郡西原村岩戸神社のイチイガシ林より，アカガシ群落およびイスノキーウラジロガシ群集が潜在

1三1然植生として，海抜400～800mの地域に考えられる。海抜800m以上の地域では，シラキーブ

ナ群集が潜在自然乱民と｝｝三掟される。菊池渓谷では，渓谷沿いにヒメウワバミソウーケヤキ群集，

山地にシラキーブナ群集が広い面積で，自然に近い形で残されており，潜在自然植生を考察する

手がかりとなった。さらに河辺にはセリークサヨシ群団の植物群落が，溜池などの開放水域には

ヒルムシロクラスが潜在自然植生として判定される。

B．鈴鹿地区潜在自然植生図

　鈴鹿地区は，西に鈴鹿山地の野登山（85！m）が位置し，鈴鹿山地より流れ出る安楽川，内部

川，鎌谷川が鈴鹿川に合流して伊勢湾に注いでいる。鈴鹿川が形成した沖積低地は，水田として

利用され，耕作放棄地にヨシ群落やチゴザサ群落がみられる。このようなところではハンノキ群

落やジャヤナキーアカメヤナギ群集が潜在自然卵生と判定される。

　沖積地の主として住宅地に利用されている地域は，鈴鹿市三宅神社，賀茂神社，国分町菅原神

社，山辺の式内大井神祉などの神社や低い丘陵や台地斜面に残されている常緑広葉樹林よりミミ

ズバイースダジイ群集が潜在自然植生と考えられる。沿岸部埋立地の前縁は海岸風衝低木林のマ

サキートベラ群集が発達し，後背沖積地では，タブノキが優翻するイノデータブノキ群集が匹旧

Tl了市田ケ丘1町に残されているように，一部発達するものと判定される。

　丘陵地は花甲岩を基盤とする立地が多く，頻繁な人為的伐採などの影響により，立地の貧化が

著しく，アカマツニ翰林が広がっている。丘陵地下部にはアラカシが優占する二次林も残されて

いる。このような地域では，亀山市小川町，辺法寺町，安坂山町などに残されている林分よリコ

ジイの優比する貧化した種組成をもち乾性地に生育するカナメモチ～コジイ群集※が発達するも

のと≧i三1淀される。鈴鹿市三畑田∫，追分町の台地の黒ボク土上に広がる茶畑は，他の地域と景観

を異にしている。残存林分は鈴鹿市山本町椿ネ「昧ヒにスダジイ林がみられ，他地区：のスダジイ，コ

ジイ林と比較して，ヤブコウジースダジイ群集にまとめられた。したがって黒土を基盤とする台

地上の潜在自然植生はヤブコウジースダジイ群集と判定される。海抜400m以上の地域にはアラ

カシが優占するシキミーモミ群集アラカシ亜群集が分布する。野登山の残存林より潜在自然植生

が判定された。野登山の山沿い斜面ではケヤキやイヌシデの残存木がみられることからイロハモ

ミジーケヤキ群集の分布が考えられる。河辺ではセリークサヨシ群集，オギーヨシ群醐，タチヤ

※　潜在自然植生図凡例では→声カキーコジイ群集として示されているが，広域的な近畿地方のコジイ林の植

　生調査資料の比較に，サカキーコジイ群集を発表した矢頭（1958）の資料（故矢頭献一博士に省略種を補

　即していただいた）を用いていたが，最返の我々の植生調査肇背料（Tab．12）の検討結果，補充された矢

　頭（1958）の資料も不十分でサカキーコジイ群集が原記載として認められない。したがって，植生団凡例

　をカナメモチーコジイ群集に訂正する。
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Fig．29　神社境内に残されているイチイガシ（亀山市）。

　　　　Im　Shinto－Schrein　erhaltene　Q〃‘〃℃～’∫9～々，‘z

　　　　（Stadt　Kameyama　70m　U．　NN）．

ナギ群集他のヤナギ林の潜在自然植生が示される。さらに多くみられる溜池にはヒルムシロクラ

スの植物群落の発達が考えられる。
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C．浜松地区潜在自然植生図

　浜松地区では浜名湖を囲んで三方ケ原：台地が東部に，北部より西部に引佐山地が位置している。

また天竜川は，浜松の東部を流れ，浜松平野を形成している。遠州灘沿岸には遠州海岸砂丘地が

続いている。

　浜名湖沿岸部では，台地斜面に位置するスギ植林，モウソウチク林，コナラ，クヌギの二次林

などが，点在して残されている神社の社叢林と共に帯状に発達している。和地町曽許及御立神社，

平松町八幡神社，神ケ谷町二三寺，富塚町両面寺などにミミズバイースダジイ群集の残存林分が

残されている。残存林分により，三方ケ原台地にかけてはミミズバイースダジイ群集が潜在自然

植生であることが判定される。さらに遠州灘沿岸部では，砂丘地帯にハマボウフウクラスにまと

められるハマグルマーコウボウムギ群集などの海岸這出植生が発達しており，潜在自然植生と一

致している。砂丘前縁部は砂の動きにより無植生地が紬く帯状にみられる。砂丘後部はマサキー

トベラ群集の風衝常緑広葉樹低木林が帯状に発達している。後背地の濡鼠場などの水の動きがな

い池ではヒルムシロクラスで代表される浮葉・沈水植物群落が潜在自然植生と考えられる。湿生

地にはウキヤガラーマコモ群集他のヨシクラスの植物群落が潜在自然植生と考えられる。

　遠州灘の後背低地は，大部分が住宅地，畑耕作地，水田耕作地，工場地に利用されている。浜

松市中田島浜松神社，浅田町，遠州灘後背地，天竜川の沖積地はイノデータブノキ群集が潜在自

然植生に判定される。浜名湖北部細江町細江神社にはイチイガシの大木が林立し，また三ケ日町

神明宮にはヤマビワ，ヤマモガシ，ルリミノキ，カンザブロウノキ，ハナミョウガが生育してい

るルリミノキーイチイガシ群集が調査されたことにより，引佐山地下部の土壌堆積の良好な立地

にはルリミノキーイチイガシ群集が発達することが理解される。引佐山地上部の乾燥した山地で

はアカマツ林（コバノミツバツツジーアカマツ禅集）がみられるが，このような立地ではカナメ

モチー心ジイ群集※が潜在自然植生として発達する。

　天竜川は，流水が速く，礫質の鉢植生地が広がっているが，川の堆積物が停滞する立地にセリ

ークサヨシ群団の植物群落が，砂利堆積地や細砂地ではタチャナギ群集やイヌコリヤナギ群集で

代表されるヤナギ林が発達すると考察される。

※　P．67の脚注参照Q
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D。埼王地区潜在自然植生図

　本田技研工業㈱，狭山工場，和光工場，および和光研究所，朝霞研究所は，荒川の支流をはさ

む洪積台地上に位置している。いずれも関東ロームを基盤とする火山灰台地土に位置し，古くか

ら畑耕作地として利用されてきた地域である。畑耕作地の他には，モウソウチク林，アカマツ植

林地，スギ，ヒノキ植林地，クヌギ，コナラの雑木林が広がっている。古い農家の屋敷林や社寺

林には，ケヤキ，シラカシを高木層に有する植分が各地にみられる。したがって，これらの残存

林分および，クヌギ，コナラの雑木林の種類組成や，スギ，ヒノキ植林の種類組成と比較検討の

結果，洪積台地の中央部はシラカシ群集典型亜群集が潜在自然植生に，また台地斜面や沖積地は

シラカシ群集ケヤキ亜群集が潜在自然植生と判定される。

　洪積台地肩部は関東ローム層が浅く，とくに南～東斜面は乾燥しやすい。スダジイ残存木や植

栽木がよくみられる。このような立地は，ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集が潜在自然

植生と考えられる。狭山丘陵は，第三紀層を基盤とした関東ローム層の堆積が浅い地域である。

モミの残存木がぬきんでて，クリ，コナラ林（クリーコナラ群集）におおわれている。潜在自然

植生は，シラカシ群集モミ亜群集と判定される。荒川や荒川支流の沖積低地は，現在水田に利田

されているが，オニスゲーハンノキ群集が潜在自然植生にまとめられる。河辺流水沿いは，頻繁

に流水に洗われ，堆積物が多い立地にセリークサヨシ群國の植物群落が，やや水に洗われる率が

少ない立地では，オギーヨシ群団の植物群落が発達する。さらに年聞に1～2度程度の流水に洗

われる地域ではゴマギー・・ンノキ群集（宮脇・奥田・井上！974）が，潜在自然植生と判定される。

流水縁の三水池ではウキヤガラーマコモ群集が，溜池にはヒルムシロクラスが発達する。
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Fig．31植栽後，長い年月をかけて人々の生活と調和して

　　　　持続してきたシラカシ群集の屋敷林と，ケヤキ並木

　　　　　（埼玉県入間郡三芳町上富）。

Alleevon　Z搬。・ひα5θ1一’一αオαund　Hofwald　des　Quercetum

myrsinaefoliae，diebeidemit　dem　Leben　derMenschen

harmonisch　und　dauerllaft　verbundell　sind（Miyoshicho，　Pra－

fektur　Saitama）．
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蒙．．癬．露．．

．潮．1．．．箋謬麹犠1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　舞欝1．i
灘i…、．「1．講離職講灘購簾懸轍　簸難驚灘讐譲鶴

さ鼠． B豪．三引尋碧擁：爵懇懇『搾㌶鱒㌶トぐ福・、・．　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　f擁　翫．　肺　．．「許’．　　．・．．・

警：誓◎甜纏縫灘ジ響．厨．．．ll。∫．．罷弓l

　Fig．32　川越市喜多院に残されているシラカシ群集，

　　　　　　ケヤキ亜群集（埼ヨ三県州越市喜多院）。

　Quercetum　myrsinaefoliae，　Subass．　von
　Zelkova　s　e　r　r　a　t　a，　das　als　Tempelwald　des　K玉tanoin

　in　der　Stadt　Kawagoe　eriユalten　ist（15m廿．　NN）．



73

E．宇都宮地区潜在自然植生図

　北関東に位置し，背後に那須野原台地を控える栃木地区は，浅間，榛名，赤城，男体山など第

4紀に由来する火山灰（関東ローム）が堆積した広い平野を形成している。関東平野の北部を占

めている平野部は鬼怒川，小貝川，田川など大小河川の侵蝕，堆積作用により沖積低地，洪積台

地，河川敷などが縦列して配分されている。

　栃木地区では，沖積低地は主として水田耕作が行なわれている。水田耕作地の大部分，湿田地

域の潜在自然植生は埼玉県の低湿地に残存林として残されているオニスゲーハンノキ群集にまと

められる（宮脇・奥田・井上1974）。洪積台地と沖積低地の接点や，沖積地にある古くからの農

家の欝欝林はシラカシ，ケヤキ，モウソウチクから構成されており，宇都宮地方の景観を特徴づ

けている。沖積地から洪積台地の斜面にかけての地域は，シラカシ，ケヤキ，クマワラビほかで

区分されるシラカシ群集ケヤキ亜群集が潜在自然植杢hと判定される。

　洪積台地上は，畑地，牧草地に利用され，クヌギ，コナラを主とする雑木林やアカマツ植林が

広がっている。洪積台地上はほとんど自然植生は残されていないが，関東地方の洪積台地上の自

然植生の残存露分により，シラカシ群集典型亜群集（大場1968，横山・井手・宮脇1968）が潜在

Fig．33　谷部にキジョラン，ホウライカズラなどが残されているといわれる西金砂神

　　　社のヤブコウジースダジイ群集（茨城県久慈郡金砂郷村西金砂山，380m）。

　　Guterhaltenes　Ardisio－Castanopsietum　sieboldii　imShintoschrein
　　NishikanaSa　mit　Seltenen　PHanzen　wie　M‘z〃∫4c〃～α‘o〃～6〃’05α　und　Gα’・‘呂0〃6ノ・～‘z

　　川〃‘〃～∫（Nishikanasayama　380m繊NN，　Prafektur　Ibaraki）．
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Fig．34　関東地方北部にも植栽され，生育良好なクロバイ。花季が楽しめる

　　　　（茨城県笠間市飯合）。

GepHanzte⑤y〃ψ！oご05／）η〃が∂Z∫αmit　Bluten；sie　gedeicht　auc1｝im　Kanto．Gebiet

　gut　（Stadt　Klasama　60m負．　NN，　Prafektur　lbaraki），

自然植生と判定される。

　古生層を主体とする益子市高館山周辺部は，ヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集が潜在

自然植生と高館山の残存林分より判定される。

　鬼怒川流域は，流水の性格により流水縁の植生分布が異なる。常に水に洗われる立地は，自然

旧地化している。細砂，土砂堆積地で年に数回水に洗われる立地ではタチヤナギ群集，流水によ

る堆積物がたまる立地では，セリークサヨシ群団の植物群落が，やや高い立地では鋤鍋ーヨシ群

団のオギ群集が，さらに年聞を通じて水に洗われる頻度が多くはないが，乾湿の差のある立地に

ゴマ選一ハンノキ群集が生育可能な潜在自然植生立地であると考えられる。また溜池は，ヒルム

シロクラスの植物群落が潜在自然植生と判定される。
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摘 要

　急速な新しい産業諸施設，各種工場の建設などにより，地域の緑に象徴される自然環境は大き

な変貌を強要されている。地域住民と共存しながら，もっとも新しい先端技術を駆使した生産施

設，研究所が持続的な生産能力や研究成果を維持するためには単に鉄，セメント，ガラス，石油

化学製晶などの一生物的材料を大量に使った，いわゆるモダンな人工環境の造成だけでは不十分

である。また都市に生活し，産業立地に働く人たちの場の緑は単なる一時的美化運動の延長とし

ての装飾的な規格撮では不十分である。

　むしろ都市，産業諸施設の中やまわりにこそ，その土地本来の多様で安定した生きた環境創造

が必要であろう。

　新しい時代の都市や産業立地の緑は，基本的には郷土穂こよる郷土の森であるべきである。そ

のためには現地調査による現存植生の調査から，自然環境を総合的に診断し，適確に把握する。

これらの植生調査結果を基礎セこ土地の能力に応じた植生の機能を潜在自然植生によって把握され

なければならない。現存植生図によって，現状診断を行う。また積極的な緑豊かな生態的に均衡

のとれた人間の生存環境を保証するための環境心意の基礎としての科学に発展させる。

　本報は産業立地における積極的な環境保全林創造の基礎として対象地域の植生調査と現存なら

びに潜在自然植生図化がそ＝∫われた成果がまとめられている。

　今回の調査対象に選ばれた本田技研工業㈱の各製作所，工場および研究所は関東地方から九州

地方に所在地がある。昭和54年度より熊本県に位置する熊本工場周辺，三重県鈴鹿霧に位記する

鈴鹿製作所調辺，静岡県浜松市に位置する浜松製作所周辺，埼玉県和光市和光工場と狭山霧狭山

工場周辺，栃木県塩谷郡高根沢町の栃木センター，真岡市の真岡工場調辺において現地踏査によ

る植物社会学的な植生調査が行なわれた。植生調査は主に森林植生を対象にヤブツバキクラスの

自然植生である常緑広葉樹林から，人々との生活のかかわりあいの中で形成されたクリやコナラ

の夏緑広葉樹二次林が，あるいはスギ，ヒノキの植林まで10群集，！2群落，5植林の植生単位が

明らかにされた。

　本田技研工場㈱の諸施設は関東地方から九州地方までいずれもやブツバキクラス域（常緑広葉

樹林．域）にあり，ヤブツバキクラスの現存植生として以下の9群集3群落が記載された。

　ヤブツバキクラス

　　シキミーアカガシオーダー

　　　アカガシーシラカシ群団

　　　　イヌブナ～モミ群落

　　　　シキミーモミ群集

　　　　イスノキーウラジロガシ群i集

　　　　シラカシ群落（ツクバネガシーシラカシ群集）
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　　　　ツクバネガシ群落

　　　　シラカシ群集

　　　　ルリミノキーイチイガシ群集

　　　　アラカシ群落

　　　　カナメモチーコジイ群集

　　　　ヤブコウジースダジイ群集

　　タイミンタチバナースダジイオーダー

　　　イズセンリョウースダジイ群団

　　　　ミミズバイースダジイ群集

　　　　イノデータブノキ群集

　代償植生の夏緑広葉樹二次林はコナラ，クヌギ，クリの薪炭林でブナクラスに所属されている。

また熊本県熊本工場周辺の植生調査では阿蘇外輪山から流れでる菊池渓谷のブナクラス域が植生

調査され，シラキーブナ群集やヒメウワバミソウーケヤキ群集がまとめられた。以下ブナクラス

の現存植生が4群集1群落まとめられている。

　フナクラス

　　ササーブナナーダー

　　　スズタケーブナ群団

　　　　シラキーブナ群集

　　シオジーハルニレオーダー

　　　サワグルミ群団

　　　　ヒメウワバミソウーケヤキ群集

　　コナラーミズナラオーター

　　　イヌシデーコナラ群団

　　　　クリーコナラ群集

　　　　クヌギーコナラ群i集

　　　　アカシデーイヌシデ群落

　そのほかに先駆三夏緑広葉樹林，植林，工場敷地内に生育する雑鞘：群落など2群集，！1群落，

5植林が明らかにされている。

　上級単位未決定

　　クサギーアカメガシワ群団

　　　ハゼーカラスザンショウ群落

　ノイバラクラス

　　トコロークズオーター

　　　スイカズラーヘクソカズラ群団



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　77

　　　クズ群落

　　　メダケ群落

　ヨモギクラス

　　ヨモギオーダー

　　　チカラシバーヨモギ群団

　　　　セイタカアワダチソウ群落

ススキクラス

　ススキオーダー

　　トダシバーススキ群団

　　　トダシバーススキ群集

　　　ススキ群落

　　　チガヤ群落

　シバスゲオーダー

　　シバ群団

　　　シバ群落

　　　カタバミーシバ群落

上級単位未決定

　ヒロハウシノケグサ群落

　メヒシバ群落

植林

　アカマツ植林

　クロマツ植．堵木

　スギ，ヒノキ植林

　クヌギ植林

　マダケ林

シロザクラス

　ツユクサオーダー

　　カヤツリグサーザクロソウ群団

　　　カラスビシャクーニシキソウ群集

クラスは未決定

　オオバコオーダー

　　ミチヤナギ群団

　　　スイバーオオバコ群落

現存植生の把握から，現存植生の配分を図化した現存植生図が熊本製作所敷：地内（1：3000）
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と鈴鹿製作所内（！：2000）で作製され，みどりの現況が診断された。

　現存穂生はさらに自然穂生と代償植生との関係について比較が行なわれ，群落の形態，生態，

動態が気候，地形，土壌などの立地条件，人為的な影響をふまえて考察され，潜在自然植生が判

定された。次に潜在自然植生の具体的な配分をもとに潜在自然植生図が作製され，本田技研工業

㈱の各施設の環境保全林形成のための基礎資料とされた。また熊本製作所と鈴鹿製作所では実際

的な植栽のための立地図（植栽可能図）が作製された。以下に描かれた植生図および立地図が示

されている。

　紐iノミと　　1　：50　000

　　栃木地区潜在自然植生図

　　埼玉地区潜在自然二三図

　　浜松地区潜在自然植生図

　　鈴鹿地区潜在自然植生図

　　熊本地区潜在自然植生図

　縮尺　！：3COO

　　本田技研工業㈱熊本製作所構内現存赫隻生図

　　本田技研工業㈱熊本製作所構内潜在自然三生図

　　本田技研工業㈱熊本製作所構目立地図（植栽可能図）

　糸宿尺　1：2000

　　本田技研工業㈱鈴鹿製作所構内現存植生図

　　木田技研工業㈹鈴口巳製作所構内潜在自然植生図

　　本田技研工業㈱鈴鹿製作所構内立地図（植栽可能図）

　縮尺　1：1000

　　㈱本田技術研究所栃木グルービング・グラウンド構内現存植生図
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Zusammenfassung

　　　

Okologische　uRd　vegetationskundicLe　UntersuchungeE　zur　Schaffung　von

Umweltschutzw打豆dern　in　den　Industrie－Gebieten　Japans．

7eil　I．　Vegetation　und　Vegetationskarten

　　Durch　die　rasche　Entwiclく1ung　der　modemen　Industrie　so　wie　der　St註dte　in　Japan　die　Vege－

tation，　welche　Indikator　und　Symbol　unserer　natUrlichen　Umwelt　ist，　schnell　ihr　Gesicht．

We！m　wir　die　technologischen　Spitzenleistungen　unserer　Industrie，　aber　auch　ein　gesunder

Gemeinschaf宅en　auf　Dauer　erhalten　wollen，　ist　eine　von　Eisen，　Zement，　Beton，　Glas　und

Chemieprodukten　bestimmte　sog．　Kunstumwelt　unzulanglich．　Die　Kargliche　Vegetation

sichert　keine　hohe　Lebensqualit翫f潰r　die　zahlreichen　Arbeiter　in　den　Fabriken　und　die　auf

dem　Dienstleistungssektor　und　im　Handel　beschaftigen　Mitb廿rger．　Vielmehr　ist　es　dringend

Ilotwendig，　in　den　Stadten　und　ihrer　IJmgebung　und　um　die　Industrieanlagen　eine　stand．

ortsgema£e，　reichhartige，6kologisch　stabile　Vegetation　als　lebendige　Umwelt　zu　schaffen．

　　In　Teil　I　dieses　Berichtes；werden　Forschungsergebnisse（Vegetationsaufnahmen　und

kartierte　Arten）der　realen　und　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　f誼r　die　Schaffung　von

Umweltschutzw浦dern　in　den　Industrie－Gebieten　zusammendargestellt．　Als　Forschungsoblekte

wurden　vom　K：anto－Gebiet　bei　Tokyo　in　Mittel－Honshu　bis　Kyushu　in　SUd一∫apan　7　Fabriken

und　Institute　von　Honda（Tochigi－PrUfungsanlage，　Fabrik　Maoka，　Saitama　mit　Fabriken

Sayama，　Wako，　Fabrik　Hamamatsu，　Suzuka　und　Ku膿amoto）ausgew法hert．　Durch　Vegeta－

tionsaufnahmen　im　Gel益nde　werden　Waldvegetation　immergr“ne　Laubwalder　der　C　a艶e．

llietea　j　a　ponicae　bis　zu　sekundaren　Waldern　mit　sommergrUnen　Laubholzarten　wie

Qz‘8ノ．α6∫581フ．α，ご，，　Q．α6z‘々∬∫フπα，　Cα∫，‘〃r6αご7・87zα，α　und　Forsten　von　C7二yメ揺。ノπ87ゴαブ昭）o”記α’

C加773α8‘況ρα1廊。玩τ’3αstudiert．15　Assoziationen，15　Gesellschaften　und　5　Forsten　in　und

um　die　Anlagen　werden　erfa8t．

　　Vegetationseinheiten　der　immergrUnen　Waldgesellschaften（9　Assoziationen　und　3¢eselレ

schaften）im　Camellie£ea　japonicae－Gebiet，wo　alle　Honda　Fabriken　und　Institute

hegen，1assen　sich　durch　folgendes　System　definieren：

Camellietea　japo丑icaeMiyawakietOhbalg63

　　111icio－Quercetalia　acutae　K．Fuliwara1981

　　　　Quercion　acuto－myrsinaefohae　K．Fuliwara1981

　　　　　　ぬgz‘5力／》07zo6α一A腕6∫．β7一ノπα一Gesellschaft

　　　　　　Illicio－Abietetumfirmae　Suz．一Tok．1961
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　　　　Distylo－Quercetum　salicinae　NonmotoetSuganuma1965

　　　　Qz‘6ノ・α65フηツノー珈α4読α一Gesellschaft（Quercetum　sessilifolio－myrsinae－

　　　　foliae　K．　Fujiwara　1981）

　　　　Qε∫6プα‘556∬∠♂〃b々‘どGesellschaft

　　　　Quercetum　myrsinaefoliae　MiyawakietOhba1965

　　　　Lasiantho－Quercetum　gilvae　K．Fujiwara198！

　　　　Q3‘67・α‘ぶg伽zκα一Gesellschaft

　　　　photinio＿Castanopsietum　cuspidatae　Nakanishietal．1977

　　　　Ardisio－Castanopsietum　sieboldiiSuz．一Tok．1952

　Myrsino－Castanopsietalia　sieboldii　K．Fuliwara！98！

　　Maeso　laponicae－Castanopsion　siedoldii　K・Fujiwara1981

　　　　Symplocoglaucae－Castanopsietum　sieboldii　Miyawakieta1．！97！

　　　　Polysticho－Perseetum　thunbergii　Suz・一Tok・1952

Fagetea　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase1964

　Saso－Fagetalia　crenatae　Suz．一Tok．1966

　　Sasamorpho－Fagion　crenatae　Miyawaki，OhbaetMurase！964

　　　　Sapio　japonici－Fagetum　crenatae　Sasaki1970

　Fraxino＿Ulmetalia　Suz漕Tok．1967

　　Pterocaryion　rhoifoliae　Miy＆waki，OhbaetMurase1964

　　　　Elatostemato－Zelkovetum　serratae　Suz．一Tok4975

　Quercetalia　serratぴgrosseserratae　MiyawakietaL1971

　　　Carpino－Quercion　serratae　Miyawakieta1・1971

　　　　Castaneo－Quercetum　serratae　Okutomi，TsulietKodaira！976

　　　　　Quercetum　acutissimo－serratae　Miyawaki！967

　　　　　Cα厚）カzπ5Zα¢魂。ノーα一Cα厚〉勿z’5’∫6ん。η03窺ゴーGesellschaft

Noch　nicht　l）estimmte　h6here　Ei曲eiten

　Clerodendro－Mallotion　laponicae　Ohba1970
　　　R加∫5z♂0684απ8α一掴9α7一αα∫Zαノz読翻4θ5－Gesellschaft

Rosetea　multiflorae　Ohba，MiyawakietTx．1973

　Dioscoreo－Puerarietalia　lobatae　Ohba1973

　　　Lonicero　japonicae－Paederion　mairei　MiyawakietaL1967

　　　　Pα8461・ゴα∫oαノκ♂6／z∫var．フ7雄∫2－8レGesellschaft

　　　　P伽。ろZα漉‘∫5ゼノ7zoアz∫ガーGesellschaft

Artemisietea　principis　MiyawakietOkuda1972
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　　Artemisie毛alia　principis　MiyawakietOkuda1972

　　　　Penniseto－Artemision　principis　Okuda1978

　　　　　　50Zゼ4α90α痂∬勿zα一Gesellschaft

Chenopodietea　Br．一Bl．！951

　　Commelinetalia　communis　Miyawaki玉969

　　　　Cypero－Molluglnion　str量ctae　Miyawaki1969

　　　　　　Pinellio　ternatae－Euphorbietum　pseudochamaesycis　Miyawaki

　　　　　　1969

Noch　nicht　bestimmte　Klasse

　　plantaginetalia　asiaticae　Miyawaki1964

　　　　polygonion　avicularisMiyawaki1964

　　　　　　Rz〃7zθω5ご麗05α一P♂αノz’αgoα5忽’此α一GeseUschaft

Miscanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

　　Miscanthetalia　sinensis　MiyawakietOhba！970

　　　　Arundinello－Miscanthion　sinensisSuz門Tok．etAbe1959exSuganuma

　　　　1970

　　　　　　Mピ50απ疏z‘55ゴノz8π5ガ5－Gesellschaf毛

　　　　　乃zψ67・α孟α《y屠z4アゴ6αvar．ん。θノzガ9蕗一Gesellschaft

　　Caricetalia　nervatae　Suganuma1966

　　　　Zoysion　jaonicae　Suz－ToketAbeem．Suganuma1970

　　　　　Zθツ5ガαブ忽）o／z∫cα一Gesellschaft

　　　　　O¢認ガ5601フzゴα‘Z説α一Zの5如ノ砂。／z此α一Gesellschaft

Noch　nicht　bestimmte　h6here　Einheiten

　　　　　盈∫‘zκαε♂α如プーGesellschaft

　　　　　1万g露α2ρゴαα656θノzゐ7z5－Gesellschaft

Forsten

　　　　　P伽5面z5壇。ノ・α一Forst

　　　　　P力躍5痂z‘ノzう829四一Forst

　　　　　αひψ‘・”z8磁ノ・ψ碗‘α一Forst

　　　　　Chαク1zα66ツ1＞αプお。玩z∠5α一Forst

　　　　　Q㍑8プ6z65α6z‘彦ゼ∬ゼ77zα一Forst

　　　　　P勿〃05渉α01めノ5ゐα77zろz‘∫oガ483－Bestand

　　Auf　Grund　der　im　Gelande　erfaBten　realen　Vegetationseirlheiten　wurde　ihre　raumliche

Verteilung　als　Karte　der　realen　Vegetation　in　den　Grundst蓑cken　der　Fabrik　Kumamoto
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（1：3000），der　Fabrik　Suzuka（！：2000）sowie　dem　Tochigi－Pr賛fungsgrund（1：1000）

kartiert　und　der　gegenw註rtige　Zustand　der　Vegetation　erfaBt，

　　Mit　den　Restbestanden　der　natUrlichen　Vegetatio扇n　Tempel－und　Hofwalder　sowie　durch

die　vielseitige　dynamische　Beziehungen　der　nat“rlichen　und　ihre　unter　verschiedenen　Wir－

kungen　stehenden£rsatzgesellschaften　un（i　deren　Standortbedingungen（Klima，　Topographie，

Boden）werde　die　standortsgemaBe　potentielle　nat茸rliche　Vegetation　bestimmt．　Mit　der

Kartierungsanweisung　wurden　die　Karten　der　potentiellen　nat貢rlichen　Vegetation　f且r　alle

Fabriken　und　Institute　von　Honda　im　Ma8tab！：50000，1：3000　und！：！000　kaftiert．

　　F廿rdie　Fabriken　Kumamoto　und　Suzuka　wurden　Standortskarten（Karte　der琵r　eine

Anpflanzungm6glichkeiten）auf　Grund　der　Karte　der　potentiellen　nat践rlichen　Vegetation

entwickelt．

　　Liste　der　Karten　fUr　die　Schaffung　von　Umweltschutzwaldern　in　den　Industrie－Gebieten：

Vegetationskarten　und　Standortskarten

　　MaBstab　1：50000

　　Karte　der　poteRtiellen　natUrlichen　Vegetation　des　Bezirks　Tochigi　in　der　Praf．　Tochigi

　　Karte　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　des　Bezirks　Saitama

　　in　der　Pr且f．　Saitama（n6rdlich　von　Tokyo）

　　Karte　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　des　Bezirks　Hamamatsu

　　in　der　Praf．　Shizuoka

　　Karte　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　des　Bezirks　Suzuka　in　der　Praf．　Mie

　　Karte　der　poteRtiellen　natUrlichen　Vegetation　des　Bezirks　Kumamoto

　　iR　der　Praf．　Kumamoto（Kyushu）

　　MaBstab　1：3000

　　Karte　der　realen　Vegetation　im　Bereich　des　Kumamoto－Fabrikgelandes

　　der　Honda　Motor　Co．，　Ltd．

　　Karte　der　potentiellen　Iユat茸rlichen　Vegetation　im　Bereich　des　Kumamoto－Fabrikgelandes

　　der　Honda　Motor　Co．，　Ltd．

　　MaBstab！：2000

　　Standortskarte　im　Bereich　des　Kumamoto－Fabrikgel巨ndes　der　Honda　Motor　Co．，　Ltd．

　　（Karte　der　Anpflanzungsm6glichkeit）

　　Karte　der　realen　Vegetation　im　Bereich　des　Suzuka－Fabrikgelandes

　　der　Honda　Motor　Co．，　Ltd．

　　Karte　der　potentiellen　natUrlichen　Vegetation　im　Bereich　des　Suzuka－Fabrikgelades

　　der　Honda　Motor　Co，，　Ltd．
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Maβstab　1：1000

Standortskarte　im　Bereich　des　Suzuka－Fabrikgelandes　der　Hlonda　Motor　Co．，　Ltd．

（Karte　der　Anpflanzungsm691ichkeit）

Karte　der　realen　Vegetation　des　TochigレProving　Grounds（Honda－PrUfungsge1琶nde）

in　der　Praf．　Tochigi
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